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木
炭
の
生
産
・
流
通
機
構
と
農
協

1
1
L
長

崎

県

対

馬
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・

大

村

市

萱

瀬

地

区

に

つ

い

て

|

|

木
炭
の
需
要
は
、
近
年
、
大
は
ば
に
減
退
し
て
い
る
。
一
部
、
工
業
用

の
需
要
増
は
み
ら
れ
る
と
し
て
も
、
そ
の
用
途
の
大
部
分
が
家
庭
用
で
あ

る
木
炭
の
需
要
は
、
電
気
'
ガ
ス
の
止
円
及
、
プ
ロ
パ
ン
・
石
油
コ
ン
ロ
の

出
現
に
よ
っ
て
、
任
聞
き
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

生
産
者
に
と
コ
て
も
、
木
炭
ル
土
山
院
に
お
け
る
最
大
の
生
産
手
段
で
あ
る

原
木
が
入
手
し
難
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
人
工
林
化
の
進
展
、
杭
木
・
パ

ル
プ
の
需
要
は
天
然
広
葉
樹
林
の
苔
積
を
減
少
さ
せ
、
薪
炭
林
を
奥
州
へ

し
乙
お
し
ゃ
り
、
立
本
価
格
青
両
騰
さ
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
近
作
、
顕
著
な

現
象
と
し
て
の
良
、
山
村
か
ら
の
人
口
流
失
は
、
製
民
労
働
力
、
と
〈
に

若
い
製
炭
従
事
者
中
」
減
少
主
古
て
い
る
。
激
し
い
労
働
と
低
所
得
の
製
民

業
に
、
若
い
世
代
が
従
事

L
t
が
ら
な
い
の
は
一
般
的
な
現
象
で
あ
る
。

木
炭
生
産
の
低
い
所
得
を
規
定
す
る
一
悶
、
と
し
て
木
炭
の
流
通
機
構
が
あ

木
炭
の
佐
世
・
流
通
機
構
と
位
協

野

稔

p
hド
白ム

木

る
。
木
炭
の
「
お
く
れ
た
」
流
通
機
構
は
、
木
炭
の
商
品
的
特
性
と
L
ζ

も

に
、
な
に
よ
り
も
そ
の
生
舟
構
造
の
上
に
た
っ
て
い
る
こ
と
を
み
な
け
れ

ば
な
ら
な
川
。
「
前
期
的
」
な
流
通
機
梢
に
た
い
し
て
、
当
而
考
え
ら
れ

て
い
る
流
通
過
程
の
合
理
化
は
農
協
に
よ
る
l

共
同
販
売
」
で
あ
る
。
し

か
し
、
木
炭
は
農
協
の
取
扱
品
川
口
の
う
ち
で
も
、
も
っ
と
も
取
扱
比
ヰ
の

小
さ
い
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
何
枇
に
取
扱
え
な
レ
か
に
つ
い
て
は
、
製

炭
地
の
山
村
の
社
会
経
済
栴
浩
を
も
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
商
人
支
配

の
も
と
に
お
け
る
木
炭
の
生
産
・
流
通
機
僻
を
対
応
の
事
例
を
と
っ
て
、

次
に
農
協
共
政
を
長
崎
県
大
村
市
萱
瀬
地
区
の
事
叫
に
つ
い
て
考
え
て
み

た
い
と
思
う
。

川
木
炭
生
産
は
生
産
力
の
低
い
山
村
の
農
家
の
兼
業
と
し
て
お
こ
な

わ
わ
る
こ
と
が
多
く
(
提
出
帆
者
の
凡

O
%は
兼
業
製
民
者
が
し
め
る
)
、

予
陸
風
肢
は
零
細
で
あ
る
上
に
家
庭
用
木
炭
の
消
費
も
穴
H

細
で
あ
る
。

木
炭
は
銘
柄
、
品
種
な
巨
が
き
わ
め
て
複
雑
で
あ
り
、
消
費
地
の
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木
炭
の
生
産
・
流
通
総
椛
と
農
協

h
H

い
針
み
U
H

に
も
こ
た
え
ね
ば
な
ら
ず
、
生
産
地
と
消
費
地
と
の
む
す

び
つ
き
は
、
か
た
く
、
産
地
出
荷
業
者
と
、
消
曹
地
卸
売
業
者
ー
と
の

問
は
通
常
相
対
取
引
ぎ
で
人
栴
的
関
係
に
J

っ
て
む
ず
ば
れ
、
山
い

取
引
慣
行
が
の
ζ

さ
れ
て
い
る
D

玄
海
の
離
品
、
対
応
の
行
政
の
中
心
で
あ
る
般
原
は
博
多
か
ら
栴
J
六

七
回
、
し
か
し
‘
舟
の
北
端
、
比
田
勝
か
ら
幹
国
の
釜
山
ま
で
は
二
八
哩

に
す
ぎ
ず
、
本
土
よ
り
む

L
ろ
朝
鮮
に
近
い
。
島
外
へ
の
交
通
は
、
司
も
ち

ろ
ん
、
海
上
輸
送
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
陸
ト
も
地
勢
は
急
峻
で
、

パ
ス
の
通
う
と
こ
ろ
は
き
わ
め
て
わ
ず
か
で
あ
り
、
南
北
を
結
ぶ
縦
貫
道

路
も
未
だ
問
通
し
て
い
な
い
。

四
町
二
ウ
村
(
厳
原
町
、
美
沖
品
町
、
豊
玉
村
、
県
村
、
上
県
町
、
上

対
同
町
)
に
分
け
ら
れ
、
全
人
口
は
七
万
に
近
〈
、
有
業
人
口
三
万
人
羽

の
ラ
ち
、
第
一
次
産
系
従
事
が
一
八
四
%
(
品
業
一
一

0
・
三
%
、
漁
栄
一
一

六
回
一
%
、
林
来
七
E

四
杭
)
を
し
め
、
公
務
自
由
業
、
尚
業
(
一
一

六
%
)
が
と
れ
L
つ
い
で
い
る
。
全
国
私
は
七
一
、
山
九
一
町
歩
で
あ
る

が
、
農
地
は
わ
ず
か
四
特
に
す
ぎ
ず
、
林
野
が
九
O
%
を
し
め
る
。
林
野

の
〉
っ
ち
わ
け
は
国
有
林
九
二
%
〈
五
三

0
0
川
宇
)
に
た
い
し
、
民
有
林
が

九
一
%
(
五
三
官
。
田
町
北
O
U
を
し
め
る
が
民
有
林
の
九
四
%
(
五
心
凹

0

0
町
苧
〕
日
私
有
林
で
あ
る
。
こ
の
私
有
林
町
一
所
有
者
の
多
く
が
農
家
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
林
野
所
有
の
分
解
説
中
は
あ
ま
り
進
ん
で
お
ら

第
九

O
巻

第
五
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戸
で
あ
る
。
対
応
で
は
旧
雑
時
代
の
「
百
姓
株
」
を
ひ
き
つ
ぐ
「
木

戸
制
度
」
が
お
こ
な
わ
れ
、
相
続
に
よ
る
分
割
が
お
こ
な
わ
れ
ず
、

分
家
寄
留
、
入
寄
留
に
は
、
土
地
を
取
得
し
難
い
事
情
が
あ
っ
た
。

対
馬
で
は
も
と
も
と
山
林
を
木
庭
と
よ
び
、
耕
地
の
少
な
い
対
馬
で

は
口
下
く
か
ら
商
人
れ
さ
れ
て
い
た
。

一
方
、
農
業
は
経
営
耕
地
が
零
細
で
五
反
未
満
が
ほ
ぼ
半
数
を
し
め
、

八
六
怖
が
一
町
未
満
で
あ
る
が
(
去

1
1
な
に
よ
り
も
主
要
農
産
物
の
反

収
が
き
わ
め
て
少
く
〔
米
一
一
一
石
、
探
圭
一
一
一
一
石
、
日
藷
二
八

O
宜、

喝
鈴
薯
三
四
ひ
宜
)
、
し
た
が
っ
て
、
一
九
六

O
年
セ
ン
サ
ス
に
よ
れ
ぽ

全
く
農
産
物
を
既
売
し
な
い
農
家
が
総
農
家
数
の
五
二
・
六
%
、
二
万
円

以
下
販
売
の
農
家
主
あ
わ
せ
る
と
七
五
%
を
し
め
(
表
2
)
、
自
給
農
業
で

あ
り
、
島
内
で
生
産
さ
れ
る
農
産
物
は
全
人
口
白
三
ヶ
月
分
の
食
料
に
す

設
一
I
t
-
-
十
I
l
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1
|
|
|
一

さ

ず

、

多

く

お
一
平

-

9

3

5

8

9

2

0

D

6

0

一ス

長

一

主

一
%
m
A
M
出

口

2

0

0

0

o

m

一
+
の
農
家
が
食

別

H

一

1

一
ン
量
司
自
給
不

狭

l
|
|
一

広

川

四

回

目

幻

8
1
2
n
r
m
一
昨
可
棺
で
購
入

町

8

5

6

1

4

1

C

町

L

4

一
附
に
あ
お
が
ね

地

i
l
i
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
l一
ば
な
ら
な
い
。

耕

一

一

尚
一

)

i

)

)

山

一

兼

業

岨

臣

家

主
一

3
町

l

J

川

口

U

M
世

一

一

一

一

~

一

二

日

同

川

一

M

河
計
一
が
九
七
百
刊
を

-一

3

5

日

日

山

2
M
U
U
T

一
し
め
、
第
一

様

一

-

積

兼

業

、

第

木
炭
の
生
産
流
通
機
構
と
農
協

二
種
兼
業
と
も
が
漁
業
ρ

が

も
っ
と
も
多
い
が
(
韮

3
)
と

く
に
二
種
兼
に
お
い
て
は
、

ほ
ぼ
半
数
近
く
を
し
め
、
一

種
兼
で
は
、
つ
い
で
人
夫
日

雇
、
製
炭
製
薪
、
育
林
町
順

之
な
っ
て
お
り
、

M
M

商
広
な

ど
μ

も
二
種
兼
に
く
ら
べ
て

か
な
り
少
な
く
、
本
戸
制
度

の
名
残
り
の
対
馬
の
社
会
的

事

情

の

反

映

|

寸

到

J
r
5
5
1
一

石
町
一
。
一

5

B

;

1

一
7

2

!

5

5

え

で
も
あ
ろ
う
一
兼
一
1
一
E

t

H

1

)

7

2

t

E

E

わ

が

、

君

、

林

清

討

利

引

什

刊

訂

叫

叫

叫

J

U

1

三

B
一

0

8

1

2

一
5

5

4

2

3

セ

業

等

に

結

び

蕊

U
一
1

1

3

一
1

9

1

1

年

つ
き
が
ち
な

E
M訂
利
川

|
1
6
v
叶

川

印

業
主
市
〕

7
L
L
l

二日
J

げ

f

J

ャ

l

山

、

村

の

兼

兼

莱

王

つ

〈

託

I

一
色
日
目

1

(

の
福
一
l
下
1
1
1
1
ー

l
下
I
l
l
i
-
-
-

業
が
対
局
で
家
三
一
弘
一

m

M

見

出

江

日

日

刊

げ

は

ま

ず

漁

業

鵬

百

一

山

口

い

日

一

ト

一

と

結

び

つ

い

対

者

員

席

也

一

新

ど

業

人

ど

他

て

い

る

ぺ

む

〕

働

職

日

の

一

組

枕

な

務

夫

一

炭

林

百

し

ろ

未

分

化

針

労

布

人

そ

一

以

育

漁

職

商

そ
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手 τz

総計 4，4回 I 1叩
一一一一一一 一一一「丁一一一一一寸~I一

o I 2.358 I 52.6 
~2 万円未満 993 I 22.1 
2~5 万円 714 I 15.9 

5 __10 292 I 6.5 

1O~30 115 I 2.5 

30万円以ヒ 13 I 0.3 

196C年セ γサス

第
九

O
巻

四
五

巨E
五

第
五
号



本
炭
の
生
産
流
通
機
構
L

乙品川脚

次
串
開
業
主

L
て
は
東
邦
亜
鉛
対
州
鉱
業
所
の
他
に
み
る
べ
き
も
の
は
な
い

が
、
商
業
で
は
約
七

C
O
の
仲
間
舗
の
う
ち
、
そ
の
六
五
%
が
食
料
品
を
あ
っ

か
つ
て
、
そ
の
所
得
梢
成
割
合
は
一
九
・
七
%
、
林
業
よ
り
も
」
漁
業
よ
り

も
大
き
く
第
一
位
で
あ
る
。
な
お
、
林
生
産
物
の
う
ち
、
も
っ
と
も
大
き
い

の
が
木
材
(
二
佑
九
千
三

C
O万
円
)
で
木
炭
(
一
億
六
千
立

0
0万
円
〉

が
こ
れ
に
つ
ぎ
、
長
崎
県
と
し
て
は
も
っ
と
も
大
き
い
製
炭
地
域
で
あ
る

(
昭
和
一
ニ
+
五
年
、
長
崎
県
統
計
年
獄
-
対
応
林
菜
指
導
所
資
料
)
。

対
山
崎
に
お
け
る
木
炭
生
産
が
、
や
や
大
腕
岐
に
お
こ
芯
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
大
正
中
期
頃
か
ら
で
め
右
b

そ
れ
以
前
は
木
山
氏
も
厳
原
町
の

個
別
消
按
者
を
対
象
と
す
る
製
炭
が
わ
ず
か
に
打
わ
れ
て
い
た
程
度
で
あ

り
、
林
野
の
利
川
は
品
政
朋
と
同
じ
く
、
掠
傘
的
木
庭
耕
作
が
中
心
で
あ

っ
た
。
し
山
し
、
大
正
中
期
、
日
本
資
本
主
義
の
大
陸
進
出
と
と
も
に
大

陸
(
朝
鮮
、
関
東
州
、
中
国
と
〈
に
満
洲
)
、
南
方
(
台
湾
、
海
商
品
〉
士
川

場
む
け
に
本
川
氏
が
大
量
に
輪
山
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
‘
支
い
労
働
力
の
朝

鮮
人
や
残
仔
し
て
い
た
被
釘
予
の
抹
設
を
焼
子
と
す
る
企
業
製
炭
が
続
出

L
、
苔
粧
直
か
な
天
然
広
設
樹
林
宣
濫
伐
し
つ
つ
木
炭
が
生
産
さ
れ
、
大

正
末
期
に
は
八

O
万
伎
、
最
高
の
附
和
一
四
年
に
は
一
二

O
万
依
に
述
し

た
。
対
応
の
当
時
の
農
民
は
山
林
の
所
有
者
と
し
て
旦
木
代
の
収
得
者
、

あ
る
い
は
対
州
府
に
よ
る
木
炭
の
搬
出
に
よ
っ
て
、
駄
賞
。
収
得
者
。
怯

置
に
あ
っ
た
が
、
ま
た
企
糸
製
炭
者
の
下
で
製
炭
に
従
事
す
る
も
の
も
あ

っ
た
。
(
九
大
林
政
晶
子
執
宝
「
対
馬
の
林
業
構
造
」
、
民
崎
県
林
務
課
「
対

馬
林
業
調
企
訓
告
山
」
、
月
川
雅
夫
「
佐
ノ
剥
の
品
業
一
)

第
九

O
巻

凹

〆、

前
五
号

凹
六

し
か
し
、
敗
耽
と
と
も
に
木
炭
市
場
は
大
陸
、
南
方
か
ら
、

ρ
不
利
な

本
土
U
H

へ
L

乙
変
り
、
朝
鮮
人
の
大
量
帰
国
お
よ
び
対
馬
に
お
け
る
農
地
改

革
の
最
大
の
成
川
市
で
あ
る
被
官
制
度
の
解
消
に
よ
っ
て
製
炭
労
働
力
の
面

か
ら
、
川
鮮
米
の
移
入
停
止
に
」
る
生
活
手
段
の
而
等
か
ら
、
木
炭
生
産

量
も
昭
和
二

O
年
、
二
一
年
に
は
二
十
五
万
依
へ
主
激
減
す
る
。

し
か
し
植
民
地
林
が
失
わ
れ
、
木
土
資
耐
の
柿
渇
と
と
も
に
、
か
つ
て
木

陸
作
の
邪
魔
物
と
し
て
政
民
さ
れ
、
焼
き
す
て
ら
れ
て
さ
え
い

ι本
陸
作

跡
地
の
天
然
松
が
坑
木
・
パ
ル
プ
材
と
し
て
脚
光
を
浴
び
、
対
馬
白
産
家
は

立
木
代
を
収
得
し
、
あ
る
い
は
伐
木
御
山
等
に
従
事
す
る
こ
と
に
」
っ
て
、

さ
さ
や
か
な
M
M

山
林
プ
l
ム
M
M

が
ひ
き
お
こ
さ
れ
士
。
林
道
も
除
々
に
開

設
さ
れ
、
近
代
的
航
林
が
始
め
て
本
叫
情
的
に
開
始
き
れ
た
u

大
正
中
期
か

ら
の
製
炭
中
心
の
林
野
利
用
が
、
漸
く
宵
林
業
に
よ
る
川
材
生
産
へ
と
転

換
す
る
き
ざ
し
が
あ
ら
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し

H
山
林
ブ
i
ム
u
の
か
げ

に
島
内
の
木
材
集
荷
業
者
、
伏
木
業
者
(
農
民
)
は
本
土
の
ハ
ル
プ
資
木

木
材
資
本
の
系
刈
に
く
み
入
れ
ら
れ
、
流
通
機
榊
お
も
複
雑
化
し
、
貨
幣

収
入
に
f
/
し
い
零
細
な
農
家
が
売
却
す
る
天
然
松
、
や
が

τ天
然
広
葉
樹

の
立
木
価
格
が
、
採
取
行
程
の
コ
ス
ト
尚
な
ど
E
あ
い
ま
っ
て
安
く
、
規

制
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
対
馬
白
木
炭
白
原
木
価
格
の
安
さ
(
本
土
で
依

あ
た
り
入
。
円

t
一
ワ
コ
円
の
際
に
凹
心
円
J
六
の
円
)
の
一
因
と
な
る
。

一
方
、
木
炭
生
産
は
、
本
土
白
木
炭
田
山
妻
に
さ
台
え
ら
れ
、
一
部
、
朝

鮮
人
の
定
占
あ
る
い
は
ま
た
本
土
か
ら
の
移
住
製
炭
者
お
よ
び
木
炭
町
搬

出
合
の
N

貨
か
せ
き
U

を
失
っ
た
農
家
が
製
炭
を
L
t
り
入
れ
、
製
炭
F
R
は



漸
増
し
、
昭
和
二
十
四
年
に
は
三
十
八
万
伎
と
な
り
、
そ
の
後
間
恥
ニ
イ

五
年
、
木
伏
統
制
撤
廃
に
際
し
、
木
炭
生
産
は
混
乱
L
、
生
産
量
も
一
時

減
迭
す
る
が
、
以
後
家
庭
用
・
工
業
用
の
需
要
に
さ
さ
え
ら
れ
な
が
ら
、

四
O
万

l
五
O
万
俵
町
一
生
産
を
つ
づ
け
て
き
た
。

木
炭
生
肢
の
形
態
は
大
き
く
「
賃
焼
」
と
「
町
営
製
炭
」
に
分
け
ら
れ

る
が
、
い
う
ま
で
も
な
〈
「
賃
焼
」
は
生
産
手
段
(
主
に
原
木
)
の
み
な

ら
ず
、
生
治
手
段
(
米
、
変
、
味
噌
品
?
の
食
料
品
か
ら
衣
料
品
等
の

H
用

雑
貨
一
切
)
ま
た
は
釘
幣
を
直
接
、
製
炭
親
方
か
ら
前
貸
し
を
う
け
、
木

山
間
を
生
産

L
、
一
依
あ
た
り
い
く
b
と
い
う
併
賦
(
枇
賃
)
を
う
け
る
の

が
通
例
の
型
で
あ
る
。
焼
子
と
し
亡
は
、
生
産
手
段
、
生
活
手
段
あ
る
い

は
貨
幣
の
、
間
貸
を
う
け
る
ほ
か
、
不
時
白
出
控
に
際
し
て
も
常
時
、
製
炭

親
万
企
糸
製
炭
者
の
M
H

お
世
話
U

り
を
う
け
、
焼
貨
の
な
か
か
ら
前
借
部

分
を
天
引
さ
れ
て
も
悩
に
借
り
越
し
が
の
こ
り
、

H
H

姐
が
上
ら
な
い
M
M

隷

属
的
な
関
川
聞
に
あ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
し
か
し
、
対
応
に
お
い
て
は
、

3
 

戦
後
、
「
貸
肱
」
の
形
態
は
殆
ん
ど
見
る
出
が
出
来
な
い
ロ

加
「
伍
此
」
は
、
敗
戦
後
間
鮮
人
型
政
去
の
冗
量
帰
国
と
t

と
も
に
対

同
で
は
、
殆
ん
ど
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
。
昭
和
三
十
四
年
肱

ま
で
に
み
ら
れ
た
も
の
と
し
て
、
成
原
町
K
地
区
の
事
例
で
、
製
炭

親
方
が
(
こ
の
場
合
集
荷
業
者
で
あ
っ
た
が
)
凶
人
の
焼
子
(
韓
国
人
)

に
、
原
木
、
住
活
物
資
詐
の
前
貨
を
行
い
、
一
依
あ
た
り
午
問
を
泊

じ
て
二

0
0円
の
焼
官
を
支
払
っ
て
い
た
。
二

0
0円
は
、
対
馬
と

し
て
は
か
な
り
刊
い
が
、
そ
の
な
か
に
は
、
使
縄
咋
の
包
装
材
料

木
山
院
の
生
産
流
通
機
桝
と
政
協

与
を
ふ
く
ん
で
い
る
。
ま
た
、
同
じ
地
区
で
、
厳
原
町
の
集
荷
章
者

が
事
合
で
、
(
原
木
代
と
し
て
出
版
数
日
川
町
二

C
メ

1
セ

ν
ト
を
納

入
さ
せ
る
)
製
民
さ
J

て
い
た
よ
う
な
事
例
も
あ
る
。

対
馬
の
製
炭
は
今
日
、
自
営
形
態
を
と
っ
て
い
る
(
表
4
1
し
か
し
、

自
営
製
炭
と
は
い
っ
て
も
版
木
購
入
を
借
入
資
金
に
よ
る
白
営
形
態
が
も

っ
と
も
多
く
、
製
炭
畳
も
、
自
己
資
金
一
イ
い

L
自
己
所
有
山
林
に
よ
る

円
営
形
熊
に
た
い
し
て
、

r
t
到
的
に
大
き
い
(
表
5
1
資
金
の
借
り
入
れ

先
は
、
多
く
は
集
荷
業
者
で
あ
る
が
、
対
応
に
お
い
て
は
、
業
者
か
ら
以

木
購
入
資
金
、
あ
る
い
は
炭
釜
構
築
資
金
の
み
な
ら
ず
、
生
活
手
段
の
前

貸
を
う
け
、
生
正
さ
れ
た
木
炭
を
諜
荷
阜
市
者
に
出
荷
し
、
古
川
借
分
の
天
引

を
う
け
る
の
が
通
例
の
型
態
で
あ
る
。
山
小
炭
hr
出
荷
し
て
も
、
日
筒
、
生

玄
活
物
資
も
し
く
は
貨
幣
を
前
借
り
し

〉

T

一

町

羽

て

い

る

の

で

、

常

に

借

り

こ

し

が

の

判

一

昨

こ

ゐ

の

も

、

む

し

ろ

H

一
般
的
な
が

/

に

石

川

の

数

調

尚

人

と

製

炭

者

と

の

関

係

で

あ

る

。

帥

可

少

く

と

も

、

原

木

貴

金

の

前

貸

し

を

同

一

山

集

荷

業

者

か

ら

う

け

れ

ば

業

者

に

木

引

一

正

態

は

山

氏

を

出

柑

す

る

こ

と

に

な

り

(

去

6
)

告

本
山

わ

須

る

刀

販

売

の

日

間

U

を
拘
束
さ
れ
た
白

J

色
、

盟

山

口

営

製

山

胤

は

片

〈

の

志

味

の

但

蛍

生

庇

と

い

出

注

れ

は

い

い

が

た

い

。

集

荷

業

者

に

よ

る

叩
出
炭
者
自
支
配
拘
束
の
度
合
は
、

描
九
心
巻

四
七

第
五
号

四
七



木
炭
の
生
産
・
流
通
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と
農
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木
炭
の
舟
注
目
流
通
機
構
と
決
脇

働
分
野
で
あ
っ
た
。
叫
在
で
も
、
専
業
製
炭
者
の
巾
心
は
朝
鮮
人
時
同

人
で
あ
る
。
(
長
王
・
鵡
知
a
w
咋
・
佐
須
の
四
ケ
町
村
に
お
い
て
は
、
専

業
者
一
三
五
人
の
う
ち
、
朝
鮮
人
韓
国
人
は
八
一
人
、
持
佐
川
叫
炭
者
一
人

で
あ
る
。
〉

川
判
長
崎
県
林
務
課
「
対
馬
林
業
調
査
報
告
」
に
よ
れ
ば
単
村
で
は
而

席
と
の
前
借
関
係
が
な
く
、
岡
山
に
取
引
が
出
来
る
の
は
か
ぎ
ら
れ

た
き
わ
め
て
少
数
の
畳
家
の
み
で
、
消
費
物
質
、
生
産
資
材
町
一
一

部
あ
る
い
は
殆
ん

E
を
商
厄
よ
り
借
り
、
生
産
物
取
引
り
際
、
殆

ん
ど
現
金
が
の
こ
ら
ず
、
常
に
借
越
し
が
り
と
る
O
が
一
般
的
で
あ

ヲ

Q

。

計 I 7 

0反

-0.9 4 

1-2.9 I 1 I 4 I 3 I 2 

3 -4.9 I 3 I 4 I 2 I 4 

5 -9.9 I 1 I 13 I 20 I 16 

者I10-14.9 I 1 I 10 I 川 8

15- 2 I 3 

製

民

兼

業

〈
依
存
し
難
い
場
合
、
生
訓
を
製
炭
に
か
け
る
比
重
は
大
き
く
な
る
。
兼

業
製
炭
者
も
製
炭
量
が
大
き
く
な
れ
ば
他
山
に
依
存
す
る
度
合
が
大
き
く

な
る
。
兼
業
者
の
大
部
分
が
集
荷
業
者
か
ら
原
木
資
金
生
活
物
資
等
白

前
貸
を
う
け
、
商
人
の
H
H

支
配
H
H

を
う
け
て
い
る
が
製
炭
且
旦
が

λ
き
く
な

れ
ば
商
人
と
の
結
び
つ
き
も
つ
よ
〈
な
る
。
対
馬
で
は
兼
業
者
で
も
製
炭

量
は
か
な
り
大
き
い
(
表
8
三
し
か
し
、
本
土
と
こ
と
な
り
製
炭
者
数

に
お
い
て
も
、
ま
た
、
製
炭
量
に
お
い
て
も
、
(
表
9
・
M
〕
対
馬
白
製

炭
の
中
心
を
な
す
の
は
専
業
製
炭
者
で
あ
る
。
そ

L
て
、
と
く
に
業
者
か

ら
前
貸
を
う
け
、
他
山
購
入
に
よ
り
製
炭
を
お
こ
な
う
専
業
者
で
あ
る
。

製
炭
は
、
対
馬
に
お
い
て
も
、
社
会
的
に
も
、
低
位
階
層
の
い
と
な
む
労

一
業

-
M
R同
一

一

3

3

3

一

一

;

:

玉
川
一
|
川
ト
一
誠
一
1
1

一J

芳

一

業

一

お

お

わ

位

一

肘

石

田

一

目

晶

1
m
V
L勺
地

丁

1
I
l
i
-
-

立

下

h
l上
山
町
一
M

W

2

2

お

ま

一

凶

器

削

一

兼

一

|
l
l

兼

佐

一

民

団

L一
.

lv

一

泊

l
一

一

課

一

4

4

4

5

t

-

E

一

T

1

ー

ー

-

L

I

E

-

一

:

:

;

一

知

一

一

伊

湘

均

級

品

一

9

9

刊

一

議

量

平

晶

一

一

計

は

」

4

2

一

応

炭

戸

炭

一

一

1

製

製

一

製

一

「

I
l
l
-
-

一

一

一

製

炭

専

業

者

同
こ
こ
で
、
専
業
製
炭
者
、
兼
業
製
民
者
と
は
、
製
炭

就
労
日
数
に
よ
る
区
別
で
は
な
く
、
“
H

主
業
H

に
よ
っ

て
分
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
耕
作
規
棋
が
零
細
で
、

反
収
が
き

η
め
て
少
い
対
局
で
は
、
他
に
漁
業
等
の
兼

業
が
な
い
場
合
、
一
一

J
凹
反
の
耕
地
を
も
ち
、
対
馬
で

は
農
家
と
し
て
の

M

体
面
u
を
た
も
っ
て
い
て
も
、
実

質
的
に
は
専
業
製
炭
色
変
り
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
専
業

製
炭
者
で
も
白
己
資
金
で
雇
用
労
働
者
を
い
れ
a

一
0
0

0
俵

l
一一一

0
0
0俵
を
製
服
し
た
り
、
染
者
よ
り
の
借

入
に
依
存
し
、
自
家
労
働
力
(
3
人
)
で
、
三
九
心
。
俵

も
製
炭
ず
る
者
(
韓
国
人
)
や
‘
専
業
?
年
間
一

0
0俵

白
製
炭
と
い
う
者
(
韓
同
人
)
も
い
る
。
ま
た
、
兼
業
に

も
自
己
資
金
に
よ
り
二

0
0
0接
台
の
(
最
前
は
二
八

第
九

O
巻

第
五
号

四
JL 

四
71 



木
炭
白
生
産
E

流
通
機
構
と
長
協

0
0俵
)
り
製
炭
者
も
前
記
四
ケ
町
村
に
三
科
い
る
u

業
者
の
拘
束

の
度
合
は
最
近
製
炭
労
働
力
町
不
足
に
よ
っ
て
緩
和
さ
れ
て
き
て
い

る
Lr

い
う
。

対
局
の
木
炭
は
ほ
と
ん
ど
集
荷
業
者
に
よ
っ
て
集
荷
さ
れ
、
農
協
に
よ

一一一弔問ベ

一
一
引

岩10

第
九

O
巻

三
五

O

第
五
号

五。

る
集
荷
は
二
・
七
%
に
す
ぎ
な
い
(
表
口
)
。
集
荷
業
者
は
前
述
の
よ
う
に

製
炭
者
に
資
令
、
物
資
の
前
貸
を
行
い
つ
つ
集
荷
す
る
の
で
あ
ゐ
が
、
こ

れ
は
、
業
者
に
と
っ

τ、
か
な
り
の
危
険
(
農
協
が
融
資
し
え
な
い
髄
質

問
や
、
耕
地
を
も
た
な
い
専
業
者
へ
の
前
貸
は
、
こ
げ
つ
き
、

H
H

逃
亡
H

行
ん
不
明
、
あ
る
い
は
北
鮮
帰
還
に
よ
っ
て
回
収
不
能
に
な
る
こ
と
が
あ

る
J

を
と
も
な
う
も
の
で
あ
る
が
、
前
貸
、
あ
る
い
は
、
常
時
、
山
子

(
製
炭
者
〉
の
お
止
話
を
し
て
製
炭
さ
せ
、
集
荷
量
、

L
し
く
に
最
近
て
は

製
民
労
働
力
主
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
P

対
馬
の
集
荷
業
者
の
主
な
も
の
は
表
口
の
よ
う
に
、
烏
の
南
北
に
お
け

る
二
人
の
集
荷
業
者
が
一

O
万
俵
あ
る
い
は
、
そ
れ
以
上
の
集
荷
を
お
こ

な
う
が
、
小
さ
な
集
荷
業
者
が
多
く
、
そ
の
な
か
に
は
大
き
な
集
荷
業
者

の
仲
買
的
な
立
場
に
た
つ
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
業
者
は
対
馬
の
社
会

的
串
情
に
よ
り
、
そ
の
出
自
は
、
本
戸
以
外
の
、
舟
外
か
ら
の
移
住
者
(
入

寄
留
)
、
商
人
資
本
が
多
く
、
木
炭
集
荷
ー
と
同
時
に
他
白
業
種
と
く
に
食

料
・
衣
料
・
雑
貨
停
日
用
品
の
卸
・
小
売
!
尚
を
か
ね
て
い
る
も
の
が
多
い
a

対
馬
白
木
炭
は
μ供
述
の
ョ
よ
う
に
主
と
し
て
福
岡
-
大
阪
に
、
チ
ヤ
タ

l
、
も
し
く
は
所
有
す
る
機
帆
船
に
よ
っ
て
搬
出
さ
れ
る
が
、
そ
の
返
り

荷
と
し
て

M
物
々
交
換
U
H

の
よ
う
な
形
で
日
用
雑
貨
等
の
生
活
物
資
十
生

6
 

段
資
材
um
多
く
祈
み
こ
ま
れ
て
く
る
。

(6) 
もに
の、栢

も I官同
あ 1也 II-j
る尚北畠

が人に
、がお

産消い
地質亡

I民地は
荷に、

業山返
者張り
が所荷
木を仕
版お入

きれ
新、む

を返 )j
おり法
く{r~は
りをOT
こ仕尽
み人白
、オ1しょ
Wrるう
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木
炭
の
生
産
・
流
通
機
構
と
農
協

炭
代
金
決
済
白
上
で
消
費
地
問
陸
に
返
り
荷
仕
入
れ
を
依
頼
す
る
型

(
産
地
商
人
が
直
接
返
り
荷
仕
入
れ
に
行
く
の
は
、
年
に
一
、
二
度
)

ま
た
、
消
費
地
問
屋
が
産
地
商
人
の
必
要
物
資
を
お
く
り
、
そ
の
代

償
と
し
て
、
木
炭
・
薪
が
お
く
り
こ
ま
れ
型
も
あ
る
。
(
長
崎
県
林

務
一
課
資
料
)

返
り
荷
と
し
て
運
ば
れ
て
く
る
生
活
手
段
、
生
産
手
段
は
、
製
炭
者
に

た
い
す
る
前
貸
白
物
資
と
な
り
、
ま
た
産
地
に
お
い
て
而
即
売
さ
れ
る
尚
品

と
も
な
る
。
そ
〉
」
で
、
集
荷
業
者
ほ
木
炭
取
扱
の
商
業
利
潤
と
さ
ら
に
販

売
、
前
貸
し
た
物
資
、
貨
幣
白
利
潤
、
利
子
を
忠
得
す
る
。
他
に
製
炭
者

は
種
々
な
か
お
止
話
料
M

M

(

搬
出
包
装
材
料
の
代
金
等
〉
も
差
引
か
れ
、

製
炭
者
の
手
取
り
は
い
よ
い
よ
少
く
な
る
。
こ
の
こ
と
は
殆
ん
ど
大
部
分

の
木
炭
が
業
者
に
よ
っ
て
集
荷
さ
れ
て
い
る
対
馬
に
お
い
て
、
前
貸
を
う

け
て
レ
な
レ
製
炭
者
白
木
炭
田
生
産
者
手
取
り
に
も
影
響
を
あ
た
え
る
こ

と
も
あ
り
う
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
製
炭
を
行
わ
な
い
製
薪
農
家
自
薪

(
対
馬
良
民
の
耳
金
収
入
、
む
し
ろ
商
庖
か
ら
り
前
借
返
済
の
た
め
の
一

般
的
な
手
段
)
を
安
く
ひ
き
と
り
、
立
木
代
ハ
原
木
代
)
を
ひ
き
下
げ
る

こ
と
に
も
影
響
す
る
で
あ
ろ
凡
。

M
W

山
元
価
格
の
宜
き
k
つ
い
て
は
、
対
馬
の
誼
雑
な
流
通
機
構
左
と

も
に
、
消
現
地
の
卸
売
と
の
取
引
体
制
の
問
題
も
あ
り
、
後
に
ふ
れ

る
が
前
借
の
な
い
製
炭
者
の
阿
倍

ι
影
響
す
る
事
情
に
つ
い
て
は
、

前
貸
し
の
あ
る
製
炭
者
の
価
格
と

H
区
別
を
つ
け
な
い
M

M

(

殿
原
)
、

前
借
り
が
な
け
れ
ば
五
円
尚
く
買
い
と
る
(
峯
村
)
、
前
借
の
原
木
代

第
九

O
者

主王

豆工

第
宜
号

(
上
対
馬
)
あ

に
つ
い
て
、

H
俵
あ
士
号
一
り
円
の
金
利
を
と
る

u

る
い
は

H
金
刺
は
っ
け
な
い
U

(

離
原
)
と
い
う
。

仰

さ

き

の

註
4
に
み
ら
れ
る
峯
村
に
お
い
て
、
自
営
製
薪
者
に
よ
っ

て
、
生
産
さ
れ
る
薪
は
、
現
物
に
よ
る
前
惜
の
支
払
い
の
た
め
に
、

木
鼠
取
扱
L

乙
と
も
に
兼
営
さ
れ
る
日
用
雑
貨
庖
に
常
時
出
荷
さ
れ
、

立
木
代
・
労
働
力
を
計
算
す
る
と
、
ひ
き
あ
わ
な
い
。
一
束
イ
一
円

(
針
金
代
一
円
差
引
き
〕
前
後
で
、
前
品
川
現
物
心
差
引
勘
定
と
な
る
G

農
産
物
の
附
品
化
む
少
な
い
対
応
で
は
、
薪
は
、
白
山
、
他
山
に
よ

り
多
く
の
農
家
で
、
た
と
え
ば
匙
「
村
の
調
査
例
で
は
、
(
前
掲
報
告

書
)
大
部
分
(
七
五
杭
)
の
農
家
が
製
薪
を
お
乙
な
い
現
金
収
入
を

補
北
し
て
い
る
。
な
お
、

M
H

去
で
、
前
借
を
支
払
う
U

(

豊
主
)
な

ど
主
い
う
農
家
も
あ
る
。
な
お
薪
は
、
木
炭
と
つ
み
あ
わ
せ
て
、
機

帆
船
一
杯
分
自
荷
を
つ
く
る
の
に
つ
か
わ
れ
る
し
、
ま
は
、
製
炭
者

に
問
責
ず
る
物
質
と
も
な
え

木
炭
生
産
者
の
製
炭
に
よ
る
収
入
を
邑
接
に
規
J

定
す
る
産
地
価
格
は
消

費
地
の
卸
売
価
格
を
基
準
に
し
て
、
そ
れ
か
ら
、
手
数
料
、
運
賃
等
を
差

引
い
て
逆
算
し
て
決
定
さ
れ
る
。
対
馬
白
木
炭
は
そ
の
八
O
%
が
白
炭
で

あ
る
の
で
工
業
用
(
と
く
に
ニ
硫
化
朋
)
と
し
て
む
需
要
も
見
出
し
、
ま

た
向
炭
と
は
い
え
半
白
炭
で
あ
る
の
で
家
庭
用
と
し
て
の
用
途
も
あ
る
。

も
〉
と
も
大
き
な
出
荷
先
は
大
阪
(
昭
和
三
冗
年
度
全
移
出
血
り
四
包
%

ニ
O
万
倍
、
主
に
工
菜
加
)
、
福
岡
(
一
七
万
倍
、
四
一
%
、
官
庁
、
会
社

あ
る
い
は
そ
の
職
員
家
族
向
家
庭
用
の
大
口
が
多
い
)
で
、
つ
い
で
、
他

に
工
業
用
と
し
て
岡
山
、
広
品
等
へ
も
移
出
さ
れ
る
が
、
対
馬
の
木
炭
ば



表13 *'炭川村?の各業者別取得分および比率

lh場竺竺J竺ji出hfj11毒日喧l
uJり;:也21q;:::12jm:;:j
①長崎県林務課資料より作製②~~I: 1級. I用利34年 ③生産投は23U円程度
④輸送費は卸売業者と集荷業者との間心輸送費

消
費
地
で
は
「
品
質
は
と
も
か
く
、
安
い

の
が
魅
力
」
と
い
わ
れ
て
お
り
、
安
い
卸

売
価
格
品
成
立
す
る
@
工
場
用
あ
る
い
は

職
域
間
体
等
の
大
口
需
要
者
む
け
の
山
荷

が
多
い
が
、
流
通
過
程
の
主
要
な
段
階
。

取
得
分
は
表
円
以
の
よ
う
に
算
定
さ
れ
て
い

る
。
ま
ず
岡
市
場
と
も
生
産
者
取
得
分
は

最
終
仙
格
の
五

O
%以
下
で
、
木
炭
の
場

合
の
平
均
的
手
収
り
、
六

O
M河
t
七
O
特

よ
り
か
な
り
低
く
な
っ
て
お
り
、
す
で
に

生
住
設
を
わ
っ
て
い
る
。
製
炭
者
の
手
取

り
か
ら
原
木
・
包
装
・
金
刺
搬
刊
そ
の

他
の
費
用
を
差
引
け
ば
、
一
日
あ
た
り
の

報
酬
二
日
あ
た
り
二
俵
半
製
炭
)
も
き
わ

め
て
わ
ず
か
で
あ
る
が
、
山
間
借
が
あ
り
、

他
山
を
購
入
し
て
い
る
以
上
、
製
炭
を
や

め
る
わ
け
に
も
い
か
ん
は
い
し
、
宮
た
集
荷

や
雰
告
に
依
存
し
て
い
る
か
ぎ
り
、
「
な
ん

と
か
食
え
る
」
と
木
炭
生
時
が
お
こ
な
わ

れ
る
。ω
労
働
過
程
が
酷
し
く
、
悲
止
り
が

わ
る
く
(
同
日
炭
心
原
木
石
あ
た
り
二

木
炭
の
生
産
・
流
通
機
構
と
農
協

俵
半
に
た
い
し
白
炭
は
二
依
、
一
、
し
か
も
用
品
炭
と
あ
ま
り
価
格
差
が
な

い
下
融
の
白
炭
が
、
全
国
比
率
(
黒
炭
は
八

O
M刊
〕
之
は
通
V
L

白
炭
が

製
炭
祉
の
八

O
%を
し
め
る
の
は
、
伝
統
的
な
自
民
生
産
技
術
を
つ

づ
け
、
白
炭
に
工
業
用
と

L
C
の
需
袈
が
あ
る
と
い
う
他

r
、
海
上

輸
送
に
さ
い
し
て
は
、
機
帆
船
一
杯
分
の
荷
が
あ
つ
め
ら
れ
ね
ば
な

ら
な
い
が
モ
の
た
め
に
は
、
姐
転
の
早
い
白
川
灰
筆
白
万
部
有
利
で
あ

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
む
た
め
に
は
、
原
木
価
格
が
安
い
こ

と
が
前
提
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

帥
包
装
の
不
完
全
、
不
合
格
川
肢
の
混
入
、
品
質
の
わ
る
さ
呼
も
あ
る

が
、
伝
統
的
な
木
炭
の
取
引
機
構
の
な
か
に
有
利
に
入
り
こ
め
な
い

対
馬
炭
の
悲
哀
も
あ
る
。
た
と
え
ば
大
限
市
場
で
也
、
他
県
産
、
主

く
に
而
知
産
と
同
れ
庄
の
品
質
の
も
の
で
も
、
一

C
C円
程
度
や
す

い
卸
売
価
栴
を
成
立
さ
せ
、
結
局
、
生
産
者
に
し
わ
ょ
せ
さ
れ
る
。

対
馬
の
農
協
の
木
炭
取
扱
は
前
地
白
よ
う
に
、
長
崎
県
の
比
率
お
も
下

ま
わ
り
全
く
不
振
で
あ
る
が
(
表
口
)
、
そ
の
な
か
で
比
較
的
取
扱
数
量
の

多
い
の
は
豊
玉
農
協
で
あ
る
ハ
昭
和
三
十
五
年
度
に
じ
三

0
0俵
)
。
盟

主
農
協
が
業
者
の
支
配
下
に
あ
る
対
応
に
お
い
て
年
々
、
一
万
俵
近
く
の

木
炭
を
取
扱
い
え
た
条
件
と
し
て
は
①
集
荷
業
者
と
同
じ
く
製
炭
者
に
た

い
し
て
前
貸
を
お
こ
な
っ
て
き
た
こ
と
②
組
合
長
の

M
経
営
的
手
腕
H

主
戦
前
か
ら
の
市
場
、

M
H

取
引
き
先
uu

を
も
っ
て
い
た
こ
と
③
豊
一
五
農

協
が
後
述
す
る
よ
う
に
木
炭
統
制
撤
廃
期
の
混
乱
に
甚
大
な
M
M

損
害
H

を

受
け
ず
、
そ
の
後
も
木
炭
め
取
扱
寺
に
よ
り
、
対
馬
と
し
て
は
不
振
農
協

で
な
か
っ
た
こ
と
④
な
お
豊
云
農
協
の

H
集
荷
地
域
υ
H
a
m
-
主
通
上
(
運

第
九

C
巻

五

互E

第
五
号



im
炭

O
F摩
・
流
通
機
構
と
農
協

賃
)
、
大
き
な
業
者
が
集
荷
に
入
り
に
く
い
位
置
に
あ
っ
た
こ
左
等
が
考

(
口
)

え
ら
れ
る
。

川
豊
玉
農
協
は
、
農
協
の
M
H

山
守
M

M

(

刷
鮮
人
韓
国
人
の
専
業
者

や
兼
業
製
炭
者
)
に
資
金
、
物
資
の
前
貸
を
お
乙
な
っ
て
佐
官
荷
し
、

木
炭
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
い
る
険
帆
船
に
新
之
輔
み
あ
わ
せ
て
、
県

経
済
辿
を
経
由
せ
ず
、
直
接
福
岡
の
卸
売
業
者
に
送
り
、
車
り
荷
と

し
て
、
組
合
白
冊
目
事
業
で
取
扱
う
生
活
・
生
産
資
財
を
卸
売
業
高

に
仕
入
れ
て
も
ら
う
と
い
っ
業
者
主
同
じ
方
法
を
と
る
。
し
か
し
版

扱
の
干
数
料
は
業
者
が
た
と
え
ば
、
俵
あ
た
り
一
コ

υ円
u
bし
き
に
、

一

π円
と
か
、
一

O
円
と
い
う
よ
う
に
安
く
、
ま
た
金
利
の
計
算
も

業
者
と
は
こ
と
な
り
日
歩
引
算
を
と
り
、
製
炭
者
に
は
“
H

白
い
手
取

り
M
H

を
も
た
ら
し
て
き
た
。

山
明
玉
農
協
白
よ
う
な
方
法
で
木
炭
を
取
扱
っ
た
農
協
が
あ
る
と
と
も
閣

か
れ
る
が
、
他
に
き
わ
め
て
わ
ず
か
な
木
炭
の
取
扱
を
お
こ
な
っ
て
い
る

の
は
よ
対
馬
・
鶏
知
・
佐
須
・
峯
等
の
諸
農
協
で
あ
ゐ
。
こ
れ
ら
の
取
扱

は
「
生
産
者
。
不
当
な
損
失
防
止
」
、
「
木
炭
の
価
格
安
定
」
の
た
め
に
、
困
、

県
に
よ
る
基
金
を
背
景
に
農
協
系
統
に
よ
り
「
白
主
的
な
出
荷
調
整
」
を

は
か
る
「
保
哲
調
整
炭
制
度
」
に
よ
る
出
荷
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
県
、
県
経
済
連
の
「
指
導
督
令
」
に
よ
っ
て
も
、
わ
ず
か
し
か
出

荷
さ
れ
て
い
な
い
。
即
ち
、
保
管
調
整
炭
制
度
に
よ
る
出
荷
を
行
う
に
し

て
も
、
ま
ず
、
概
算
払
い
、
清
算
払
い
に
耐
え
う
る
製
炭
者
で
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
業
者
の
前
貸
に
依
存
し
、
ま
た
H

す
く
現
金
が
欲
し
い
M
M

貧

し
い
製
炭
者
に
は
保
管
調
整
炭
と
し
て
の
出
宿
に
よ
り
、
清
算
時
に

H
依

第
九

O
巻

第
五
号

五

凹

五
回

あ
た
り
七

O
円
か
ら
一

0
0円
も
手
取
り
が
多
く
な
る
U

こ
と
は
分
っ
て

い
て
も
、
と
れ
を
利
用
す
昂
乙
と
は
難
し
い
ロ
保
管
詞
整
炭
以
外
の
出
荷

は
、
県
の
係
官
の
M
H

指
導
U
H

に
よ
る
出
荷
(
佐
額
¥
未
払
購
買
代
金
支

払
い
の
た
め
の
出
荷
(
峯
)
な
ど
で
あ
る
が
し
か
し
、
き
わ
め
て
わ
ず
か

は
と
は
い
え
集
荷
業
者
の
手
数
料
、
金
刺
の
高
き
に
反
穫
す
る
製
炭
者
の

(mu 

農
協
出
荷
も
み
ら
れ
な
い
で
は
な
い
。
(
上
対
馬
農
協
)

ω
般
原
町
内
の
品
協
が
業
者
の
賢
企
を
あ
っ
せ
ん
し
て
組
合
員
農
家

に
貸
付
け
、
木
川
医
を
集
荷
し
、
業
者
と
手
数
料
を
折
半
し
よ
う
と
い

う
、
下
詩
的
な
、

H
H

相
合
経
営
の
た
め
の
一
木
炭
取
扱
U

の
よ
う
た
極

端
な
例
も
き
か
れ
る
。

同
州
集
荷
業
者
へ
の
反
擁
に
よ
る
出
前
を
お
こ
な
っ
た
り
は
、
朝
昨
人

韓
凶
人
等
白
日
己
資
金
に
よ
る
専
業
製
炭
者
達
で
あ
る
。

木
炭
り
M
H

農
協
共
販
μ

仰
が
甚
だ
一
小
振
で
あ
る
の
は
、
製
版
者
の
貧
し
き
、

そ
り
上
に
た
っ
前
期
的
な
商
人
資
本
の
支
配
、
木
炭
の
商
品
的
特
性
L

と
伝

統
的
な
取
引
形
態
を
存
続
す
る
木
炭
巾
場
の
あ
り
方
、
ま
た
、
農
協
系
統

白
木
炭
市
場
白
開
拓
宇
、
取
扱
い
方
法
の
不
充
分
さ
等
に
白
米
す
る
シ
考

え
ら
れ
る
が
、
対
馬
に
お
い
て
は
、
農
協
経
営
が
き
わ
め
℃
不
振
で
あ
る

こ
と
が
大
き
な
理
一
由
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

貧
し
い
製
炭
者
が
製
炭
し
う
る
た
め
に
は
、
な
ん
ら
か
の
方
法
で
少
く

色
も
M
M

資
金
的
な
手
当
H"
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
し
か
し
農
協

と
し
て
、

H
組
合
経
営
の
立
場
M
M

か
ら
は
危
険
な
融
資
は
H
困
難
H

で
あ

る
し
、
ま
た
融
資
し
よ
う
L
/

一
し
て
も
そ
り
能
力
を
欠
く
よ
う
な
不
振
な
組
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県

村
に
合

位
協
収

仁
農
吸
併

止台?
射
訓
砂貯

-
協

協
良

'

町

J

村

，

県

農
f

峰

上に村
併
峯
合

" 
ft'l'払停止
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木|
炭
の

生
産

流
通
機
構
ζ 

農
協

第
九

O
巷

合
が
多
い
。
対
応
の
農
協
は
(
表
U
)

事
業
員
、
組
合
同
は
の
少
な
い
き
わ
め
て

小
規
模
な
最
協
が
多
く
、
い
く
つ
か
の

農
協
が
解
敬
し
た
が
、
殆
ん
ど
白
農
協

が
「
貯
金
支
払
停
止
」
を
経
験
し
て
お

り
、
現
在
も
全
く
M
H

睡
眠
組
合
M
M

に
等

し
い
組
合
も
あ
る
。
こ
れ
ら
り
農
協
は

い
ず
れ
も
購
買
事
業
の
取
扱
高
が
販
売

額
を
凌
加
し
、

M
M

商
人
よ
り
も
安
い
M
M

が
購
買
・
服
売
の
手
数
料
は
お
ど
ろ
く

べ
き
高
き
で
あ
り
、
購
買
手
数
料
の
最

高
は
突
に
二
四
・
六
%
で
あ
る
。
貸
出

利
率
よ
主
局
い
が
、
貸
出
し
が
殆
ん
ど
短

期
に
か
ぎ
ら
れ
、
む
し
ら
信
用
事
業
は

殆
ん
ど
実
施
し
て
い
な
い
組
九
日
が
多
い

邑
い
っ
た
方
が
あ
た
っ
て
い
る
。

対
馬
白
農
協
が
不
振
で
あ
る
の
は
、

な
に
よ
り
も
零
細
な
、
き
わ
め
て
生
産

力
が
ひ
く
い
自
給
農
突
を
組
合
員
、
と
す

る
小
さ
な
組
織
で
あ
る
こ
主
に
よ
る
で

あ
ろ
う
が
、
経
営
不
振
白
契
機
白
も
っ

と
も
大
き
な
も
白
は
農
協
成
丘
後
間
も

治:
ι 

革
主
号

五
n 



木
山
氏
の
生
直
流
通
機
柿
と
農
協

な
く
、
虫
玉
農
協
等
を
の
ぞ
い
て
殆
ん
ど
す
べ
て
の
農
協
が
み
ま
わ
れ
た

M
M

薪
炭
事
業
の
失
敗
M
M

に
よ
る
組
合
経
営
の
混
乱
で
あ
ろ
う
。

L
う
ま
で
も
な
〈
、
喰
時
中
、
戦
後
の
木
炭
統
制
時
代
に
は
最
協
一
ハ
産

業
組
合
-
農
業
会
)
は
木
炭
の
集
荷
機
関
に
指
定
さ
れ
、
「
特
権
的
地
位
」

に
た
っ
て
、
仏
叫
ん
ど
一
元
的
に
木
炭
を
集
荷
し
て
い
た
が
、
各
組
合
と
も
、

前
貸
を
お
こ
な
っ
て
、
集
荷
業
者
的
企
業
製
炭
者
的
な
方
法
に
よ
る
グ
不

民
事
業
u
を
実
施
し
、
五
万
俵
ー
ー
一

O
万
侠
程
度
の
木
炭
集
荷
を
お
こ

な
い
、
「
優
良
組
合
」
、
「
最
両
貯
蓄
組
合
」
を
対
馬
の
組
合
の
な
か
に
み
る

こ
と
が
出
来
た
υ

即
ち
、
こ
の
時
期
に
は
統
制
に
上
る
「
被
護
と
統
制

の
実
施
上
の
手
続
に
よ
っ
て
、
ま
た
、
組
合
自
体
も
H
H

木
炭
事
業
M
M

に
よ

り
「
余
裕
金
」
、
「
運
転
資
金
」
を
か
か
え
て
製
炭
者
へ
白
前
貸
が
可
抱
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
戦
後
、
昭
和
二
十
四
年
か
ら
二

l
五
年
に

か
け
て
木
炭
の
統
胡
が
持
廃
さ
れ
、
農
協
の
木
炭
取
扱
量
は
、
急
激
に
減

少
し
、
木
炭
は
治
ん
ど
商
人
の
取
扱
う
も
白
し
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る

が
、
対
馬
の
殆
ん
ど
り
農
協
は
、
統
制
撤
廃
前
後
の
「
混
乱
」
の
時
期
に

木
炭
中
業
の
貸
出
金
や
未
払
購
買
代
金
の
回
収
不
能
を
生
じ
、
「
甚
大
な

拍
宮
」
を
こ
う
む
り
、
そ
の
街
あ
と
は
、
後
々
ま
で
の
こ
り
、
「
木
炭
以

外
に
販
売
物
が
な
い
」
対
馬
の
農
協
は
あ
る
い
は
解
散
、
あ
る
い
は
不
振

組
合
へ
の
途
を
た
ど
っ
て
い
っ
た
。

川
明
州
民
民
者
心

H
木
民
転
売
れ
H

ゃ
、
行
方
不
明
、
主
た
、
あ
る
べ
き
、

農
協
の
木
炭
在
庫
が
な
か
っ
た
り
、
M
H

使
い
も
の
に
な
ら
な
い
木
炭
H

で
あ
つ
に
り
ハ
ホ
炭
荘
庫
の
二
重
認
定
、
事
実
上
白
空
認
定
も
あ
る

と
い
う
)
し
て
、
撤
廃
期
に
M
M

回
収
不
能
U

H

欠
損
μ"
を
生
じ
て
い

第
九

O
省

五
六

一
五
六

第
五
号

る
。
農
協
の
木
炭
取
扱
畳
一
が
急
減
し
て
行
く
様
相
に
つ
い
て
は
、
た

、
と
え
ば
準
農
協
の
当
時
由
業
務
報
告
書
そ
の
他
に
上
る
と
、
木
民
生

産
量
が
激
減
し
、
事
実
上
、
統
制
が
ゆ
ゐ
ん
で
い
た
昭
和
一
三
ニ
午
で

四
万
二
千
伎
の
措
荷
(
当
時
心
農
協
の
収
益
の
半
分
は
販
売
事
業
の

収
誌
で
、
そ
の
八
割
は
木
炭
扱
い
の
収
益
で
あ
る
。
)
が
二
五
年
に
は

五
九

0
0俵
、
二
七
年
に
は
一

0
0
0悼
と
な
り
、
以
後
は
貸
山
余

白
返
済
や
「
未
払
購
買
代
金
L

の
支
払
の
た
め
等
に
出
荷
さ
れ
る
↑
一

C
C侠
i
四
0
0俵
の
集
荷
と
な
り
、
「
統
制
撤
廃
の
こ
げ
つ
き
」

は
町
和
三
十
五
年
に
も
か
な
り
の
こ
さ
れ
て
い
た
ロ

集
荷
業
者
的
な
方
法
に
よ
り
木
炭
を
集
荷
し
て
い
る
豊
玉
農
協
は
、
貧

窮
な
製
炭
者
(
専
業
製
炭
者
の
場
合
は
農
協
の
準
組
合
員
)
の
上
に
た
っ

て
、
木
炭
集
清
を
行
い
、
そ
れ

rよ
っ
て
一
民
協
経
営
を
安
定
さ
せ
、

ιも

か
く
も
、
対
馬
で
は
高
い
製
炭
者
手
取
り
を
実
現
し
、
ま
た
木
炭
出
荷
の

返
り
荷
で
行
う
購
買
事
業
に
よ
っ

τ地
域
の
商
人
の
生
活
・
生
産
資
材
の

価
格
を
規
制
し
て
い
ゐ
e

こ
こ
に
は

ρ
産
業
組
合
時
代
d

の
協
同
組
合
の

役
割
が
大
き
く
の
こ
さ
れ
て
い
る
。
「
唯
一
の
商
品
」
で
あ
り
、
生
活

生
産
資
材
を
獲
得
す
る
た
め
の
「
物
一
答
巴
と
も
な
る
木
炭
の
取
扱
は
農

協
の
存
在
形
熊
を
も
規
定
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

長
崎
市
か
ら
北
へ
四
三
粁
、
大
村
市
O
東
端
、
郡
川
町
上
流
の
佐
賀
県

ぞ
い
の
山
間
地
帯
が
、
大
村
市
周
辺
の
製
炭
地
区
の
う
ち
で
最
大
田
製
炭

畳
(
七

t
八
万
伎
〉
を
も
っ
萱
瀬
地
区
で
あ
る
。
犬
村
市
(
人

μ
六
万
〉

か
ら
萱
瀬
地
区
の
ほ
ぼ
中
心
的
た
位
置
に
あ
る
萱
瀬
長
協
ま
で
約
八
粁
、



定
期
パ
ス
で
の
ぼ
れ
ば
二

O
分
の
距
離
で
あ
り
、
諌
早
市
(
萱
瀬
地
区
か

ら
二
一
り
粁
、
人
口
六
万
三
長
崎
市
(
五
一

υ粁
、
人
口
三
五
万
)
、
佐
世
保

市
(
五
三
析
、
人
口
二
六
万
)
に
も
速
く
は
な
く
、
対
島
等
に
十
い
し
現

在
で
は
避
地
と
い
う
ほ
ど
で
も
な
い
。

菅
瀬
地
区
(
旧
荒
瀬
村
)
は
、
地
区
を
東
西
に
貫
流
す
る
郡
川
に
そ
う

で
、
耕
地
が
ひ
ら
け
、
比
の
地
域
と
し
て
は
水
田
、
畑
が
多
く
、
農
地
改

革
前
M
H

地
主
さ
ん
刊
か
い
た
u
農
耕
地
惜
の
中
、
下
流
部
と
M
H

炭
焼
き
、
山

仕
事
u
に
依
存
し
て
い
た
上
流
部
の
製
炭
・
林
業
地
帯
と
に
分
け
ら
れ
る
。

こ
こ
で
対
象
と
す
る
O
は
林
業
・
製
炭
地
区
白
山
岡
部
で
あ
り
、
農
協
屯

ハ

uv

こ
の
山
間
部
の
農
家
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
る
萱
瀬
農
協
で
あ
る
。

M
W

旧
産
業
組
合
、
農
業
会
は
、
旧
宜
瀬
村
全
域
を
対
象
と
し
て
組
織

さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
二
三
年
の
農
協
成
立
の
際
、
製
炭
地
民
の
「
部

許
」
を
山
心
に
、
ま
瓶
投
業
会
の
支
所
を
事
務
所
L
ζ

し
て
、
十
円
且
瀬
農

協
が
、

M
農
耕
地
市
U
H

の
世
家
を
組
合
員
と
し
て
、
持
一
萱
瀬
農
協

が
組
徹
さ
れ
た
。
こ
の
H
H

分
離
M
M

に
は
グ
役
員
u
ゃ、

M
M

山
事
務
所
。

位
置
M
M

そ
し
て
、
M
H

産
業
構
造
ぺ

M
M

土
地
所
有
関
係
uu

の
問
題
と
と

も
に
、
百
陸
に
は
、
れ
仰
木
炭
あ
っ
か
い
に
よ
る
利
益
M
M

の
問
題
が
一

つ
の
大
き
な
理
由
と
し
て
介
在
し
て
い
た
乙
左
を
あ
げ
ね
ば
な
ら
な

い
。
現
在
心
萱
瀬
農
協
に
は
黒
木
、
北
川
内
Y
A
良
原
、
巾
岳
、
南

川
内
主
、
田
下
郷
の
上
田
下
、
下
回
下
、
古
代
郷
の
管
無
山
由
主
九
つ

の
部
落
(
実
行
組
合
)
が
加
入
し
て
お
り
(
後
述
の
よ
う
に
、
こ
こ
で

は
「
部
落
」
と
し
て
加
入
し
て
い
る
と
い
う
意
味
が
大
き
い
)
、
組
合

H
四
六
七
人
ハ
フ
ち
準
組
合
員
一
六
七
人
三
木
炭
版
光
而
が
総
売
上

木
炭
の
生
産
流
通
機
構
と
保
協

h

向
白
六
割
(
販
売
利
持
の
八

O
%強
)
を
し
め
る
木
炭
農
協
で
あ
る
。

萱
瀬
地
区
の
周
辺
、
大
村
市
東
部
の
山
閑
部
で
は
、
貞
享
頃
、
他
領
か

ら
の
移
住
者
に
よ
っ
て
製
炭
が
始
め
ら
れ
、
こ
の
地
区
の
閃
発
も
移
住
製

炭
者
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
(
「
萱
献
村
誌
」
、
「
黒
木
発
達
史
」
)

以
後
、
製
炭
は
大
村
藤
O

H
山
林
経
営
U
H

の
な
か
に
お
り
乙
ま
れ
、
藩
の

「
御
用
炭
」
の
生
産
を
中
心
に
、
主
と
し
て
大
村
市
(
城
下
川
の
需
要
を

対
象
と
し
て
、
後
に
国
有
林
正
な
る
山
林
か
ら
原
木
を
採
取
し
て
製
炭
が

お
こ
な
わ
れ
て
き
た
。

旧
大
判
滞
債
の
東
彼
料
、
西
彼
杵
地
方
は
国
有
林
地
時
で
あ
っ
て
、
固

有
林
の
払
い
下
げ
に
よ
る
製
炭
が
行
わ
れ
て
い
る
@
萱
畑
農
協
が
組
織

さ
れ
て
い
る
地
械
の
同
有
林
は
約
二
二

O
O町
で
あ
る
が
私
有
林
は
一
一
五

O
町
歩
で
、
製
炭
部
落
(
中
岳
、
北
川
内
、
黒
木
、
市
川
内
、
久
良
原
)
に

数
寸
判
斗
|
I
l
l
i
-
-
-
-
I
l
l
i
-
-
-

一
お
け
る
農
家

家

一

恥

川

お

げ

1

1

8

3

1

4

3

0

一i

一

滞

日

】

1

一
り
の
山
林
所
有

別
口
円

1
1
1
1

一
ン
は
、
(
表
時
)

狭

寸

刊

1
1
1
1
1
1
1
-
-
-
-

山

一

数

明

日

u
m
U
肝
心
お
お

2

9

5

1

一
洋
全
く
所
有
し

町

一

戸

一

聞

な

い

農

家

が

柿
一
則
一

I

l

l

i

-

-

l

i

l

-

-

一

二

号

、

一

一
一
一
時
一
計
比

3
5
m
ω

印

m
m
m
一
町
歩
未
満
が

萱

一

階

一

り

~
~
~
~
~
~
N
N
~
一
六
一
伯
、
五

三

師

十

総

1

3

5

m

加

国

m
則
一
町
以
上
が
一

劃

一

林

一

一

点

戸

で

あ

り

、
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木
炭
の
生
産
・
流
通
機
鮎
と
川
崎
協

し
か
も
こ
の
地
区
の
林
町
は
人
工
林
化
い
か
す
す
み
、
私
有
林
に
製
炭
原

木
守
一
も
と
め
る
こ
と
は
殆
ん
ど
出
来
な
い
し
、
ま
た
求
め
よ
う
左
も
し
な

八
一
泊
ゾ、。し

ω
製
炭
部
帯
で
は
な
い
上
回
ア
、
下
回
下
で
、
私
有
林
の
原
木
の
購

人
あ
る
い
は
白
山
に
よ
り
製
炭
す
る
農
家
は
、
町
和
三
五
年
度
六
戸

あ
っ
た
が
、
製
炭
量
は
二
戸
あ
た
り
一

0
0依
t
一一一

0
0俵
軽
度
で

あ
る
。
後
述
の
製
炭
部
落
で
は
三
五
年
に
は
私
有
林
材
を
購
入
し
た

製
炭
者
は
い
な
い
。

区志卜il-竺出土!什ー

萱瀕農協資料

こ
こ
の
山
村
に
お

い
て
も
農
業
は
主
と

し
て
、
立
干
に
よ
っ

て
お
こ
な
わ
れ
、
経

営
面
積
は
零
細
で
あ

り
(
表
団
)
、
ま
た
、

商
品
化
も
少
く
(
表

町
三
(
製
炭
師
事
の

黒
木
、
北
川
内
、
南
川

内
、
久
良
際
、
中
缶

で
は
農
産
物
販
売
な

し
二
七
%
、
五
万
円

木
満
四
六
杭
)
、
自
給

的
農
業
で
あ
る
。
兼

_-ll 
ノ1

第
九

J
巻

第
五
号

" JI、

額

一

一

業

農

家

が

殆

ん

と

(

九

O

%

)

を

し

め

金

一

U

M
叫

初

7

一ス

売

一

2

4

2

サ
る
が
、
兼
業
の
主
な
も
の
は
製
炭
で

服

数

一

1
1
1
1
1
1」
ン

あ

る
Q

(

製
薪
は
殆
ん
ど
な
い
。
)
つ

物

軍

一

3

の

1

7一
セ

産

量

一

J

K

4

1
一
年
い
で
、
国
有
林
あ
る
い
は
周
辺
町
民

合

丁

叫

川

川

両

有

林

の

植

林

・

伐

木

・

搬

出

等

々

の

♂

一

0

4

4

三
林
業
労
働
や
土
木
工
事
な
ど
に
雇
用

J

i

 

L
i
-
-い
い
H
ド
一
の
機
会
を
見
出
す
こ
と
で
あ
る
(
表

団
)
。
こ
こ
で
は
製
炭
は
主
と

L
t農
家
の
兼
業
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
、

製
炭
者
の
製
炭
量
は
、
経
常
耕
地
面
積
平
家
族
労
働
力
の
大
小
等
に
よ
っ

て
規
定
さ
れ
る
が
、
国
有
林
に
す
べ
て
の
原
木
を
依
存
す
る
比
の
地
灰
で

業

一

引

っ

寸

I
l
-
-
」

は

、

直

接

に

は

、

一
献
一
山

U

即

日

間

川

山

幻

一

日

払

い

下

!

?

け

業
一
一
一
刑
判
利
引
l

J
川
:
U
|
|
川
引
l
一1
ン
得
た
原
木
石
数
に

恭
一
第
一
9

4

m

e

町

一

そ

セ

担
割
引
l川
川

川

川

什

川

1
J
l
l一
詰
よ
っ
て
規
定
さ
れ

舵
一
竺

ω
2
i
2
1
w
u
じ

じ

一

お

る

。

冊一

4
一

山

江

川

「

川

|

川

一

問

1

国
有
林
の
原
木

版
凶
間
百
「
|
げ
|
|
百
I

l

-

-

一
予
払
い
下
げ
は
「
慣

ι↑
一

一

式

雇

圃

一

時

林

人

ι
他
一
肝
行
特
売
」
に
よ
っ

日

一

一

明

日

?

一

J

1

0

一
下
て
お
こ
な
わ
れ
る
。

表

二

務

夫

グ

一

t

l

f

一

事

人

竺

制

育

職

商

三

円

則

b

童時
f

i
l
l
剥
|
|
劃

1
1什
パ
叶
け
什
l
一ぃ
U

は
、
此
O
地
区
の

t
tト
ー
は
円
引
い
ぽ
|
-
住
民
は
「
公
役
と



し
で
徴
発
」
〔
「
萱
柏
村
詰
」
)
さ
れ
ζ
M
H
山
林
経
掛

y
に
労
働
力
を
提
供
し

て
い
た
が
、
製
民
は
「
郷
」
毎
に
一
定
数
り
製
炭
の
「
寵
株
」
が
あ
り
、

生
産
し
た
木
炭
は
二
部
は
御
用
炭
と
し
て
滞
に
納
入
し
、
「
製
炭
賃
金
を

う
け
と
り
、
一
部
を
以
完
し
て
い
た
」
が
、
明
治
に
な
っ
て
「
竃
株
」
は

廃
止
さ
れ
「
一
郷
住
民
の
払
受
」
と
い
う
H
た
て
ま
え
U

と
な
る
(
長
崎

釘
林
署
資
料
)
。
こ
の
地
医
の
林
野
が
国
有
林
と
な
り
、
県
、
つ
い
で
営

林
署
の
所
管
と
な
る
と
、
地
区
の
農
家
は
こ
の
林
野
を
委
託
林
と
い
う
か

た
ち
で
、
宇
が
て
部
落
(
実
む
組
合
)
揮
に
森
林
保
護
組
合
と
い
う
も
の

を
組
織
し
て
、
国
有
林
り
盗
伐
防
止
、
火
災
予
防
等
の
保
護
の
役
割
を
つ

と
め
、
ま
た
国
有
林
白
林
業
経
営
に
き
わ
め
て
安
い
賃
金
で
労
働
力
を
提

供
し
、
森
林
保
護
組
合
員
と
し
て
薪
炭
材
の
払
い
下
げ
を
う
け
て
き
た
。

同
賃
金
は
次
の
表
ρ

の
よ
う
で
あ

る
が
三
七
年
一
日
一
月
に
急
に
上
っ
た

り
は
、
生
林
野
の
交
渉
に
よ
っ
て

で
あ
る
。

子:ア了;~~両itlr官

TF12町
国
有
林
汁
刊
の
払
い
下
げ
価
格
は
、
こ

の
地
域
の
薪
炭
材
価
格
の
殆
ん
ど
半
額

ハ珂
V

な
い
し
、
そ
れ
以
下
で
あ
り
、
ま
た
木

炭
の
原
木
と
し
て
集
炭
率
が
い
い
。
し

た
が
っ
て
こ
の
地
域
、
と
し
て
は
一
戸
あ

た
り
の
払
い
下
げ
石
数
が
少
く
な
ら
な

い
よ
う
に
、
早
ど
か
ら
払
い
下
げ
を
う

木
院
の
生
産
・
流
通
機
構
と
農
協

け
る
の
は
部
落
の
全
良
家
で
は
な
く
森
林
保
護
組
合
員
に
限
ら
れ
て
き
た
υ

森
林
保
護
組
合
員
は
、
お
お
よ
そ
、
永
く
部
落
に
居
住
し
、
国
有
林
経

営
に
た
い
し
「
担
当
区
官
克
よ
り
造
林
そ
の
他
の
事
業
の
雇
傭
を
も
と
め

ら
れ
た
ー
と
き
は
直
b
に
こ
れ
に
従
事
」
し
、
ま
た
閏
有
林
伐
謹
に
あ
た
っ

て
き
た
住
民
で
あ
る
。
森
林
保
護
組
合
り
規
約
は
部
落
に
よ
っ
て
多
少
こ

と
な
る
が
、
分
家
や
他
地
域
か
ら
の
入
村
者
が
、
あ
ら
た
に
保
護
組
合
に

加
入
す
る
に
は
一
定
の
資
格
が
必
要
で
あ
る
の
が
通
例
で
あ
る
n

た
と
え

ば
一
定
年
数
の
国
有
林
経
常
や
部
落
に
た
い
す
る
労
働
力
の
提
供
と
か
、

あ
る
い
は
加
入
金
の
徴
収
等
が
あ
り
、
そ
り
上
で
組
合
の
武
認
主
得
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
同
有
林
経
営
の
「
労
務
の
提
竺
に
応
じ
な
い

と
か
、
「
国
有
林
保
護
に
忠
実
」
で
な
い
等
白
保
護
組
合
の
規
約
に
違
反

し
た
場
合
に
は
「
速
約
金
の
徴
収
」
、
一
定
手
数
り
「
物
産
開
受
申
込
者

に
」
加
入
せ
し
め
な
い
(
払
い
下
げ
停
止
ゴ
あ
る
い
は
「
除
名
」

O
罰

則
主
規
定
し
た
規
約
を
み
る
こ
左
も
出
来
る
。

固
有
林
か
ら
原
木
山
供
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
か
ぎ
り
、
と
く
に
国
有

林
経
営
へ
の
「
労
務
の
提
供
」
は
「
義
務
」
と
な
っ
て
く
る
。
国
有
林
の

伐
採
等
を
森
林
保
護
組
合
と
し
て
請
負
う
こ
と
等
も
あ
り
、
ま
た
原
木
払

い
下
げ
に
際
し
て
の
収
維
が
森
林
保
護
組
合
。
運
骨
費
に
ま
わ
さ
れ
る
等
、

林
業
、
製
炭
に
依
存
す
る
地
区
に
お
い
て
は
、
森
林
保
護
組
合
は
山
村
の

社
会
、
経
済
生
活
の
な
か
に
重
要
な
位
置
を
し
め
、
と
〈
に
保
護
組
合
員

が
部
落
白
農
家
の
大
部
分
を
し
め
る
場
合
に
は
、
保
護
組
合
即
ち
、
部
落

と
な
る
こ
L
し
さ
え
あ
る
。

第
九

O
巻

第
五
可

五
7l 

五
九



木
炭
の
生
産
・
流
姐
機
構
と
品
協

十
戸
一
日
新
山
地
区
に
お
い
て
森
林
保
護
組
合
を
組
織
し
て
い
る
の
は
緑
木
、
北

川
内
、
南
川
内
、
久
良
原
、
中
岳
の
五
つ
の
製
炭
部
品
で
あ
る
が
、
乙
れ

ら
の
萱
細
長
協
地
民
の
保
護
組
合
は
早
く
か
ら
加
入
条
件
が
比
校
的
M
H

自

由
M
M

に
な
っ
て
お
り
、
た
と
え
H
外
米
者
U

で
あ
っ
て
も
部
落

r居
住
し

「
義
務
労
働
」
を
つ
と
め
れ
ば
加
入
は
特
易
に
認
め
ら
れ
る
。
黒
木
・
北

川
内
に
は
三
戸
の
、
南
川
内
に
は
二
一
円
の
、
久
良
川
郎
、
中
需
に
は
、
部
落

の
農
家
数
り
ほ
ぼ
半
数
の
そ
れ
ぞ
れ
二
O
戸
ほ
ど
の
保
護
組
合
に
加
入
し

て
い
な
い
農
家
が
あ
る
。
加
入
し
て
い
な
い
の
は
、

M
H

手
が
た
り
な
い
か

ら
H

H

(

他
の
兼
業
に
従
事
、
耕
作
両
積
が
広
い
等
で
)
「
議
務
労
働
」
に

従
事
出
米
な
い
の
が
基
本
的
な
理
山
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
部
落
ご

と
に
「
保
護
に
あ
た
る
国
有
林
而
枕
」
が
己
、
と
な
り
、
し
た
が
っ
て
同
有

林
の
植
林
計
画
に
応
じ
つ
つ
、
払
い
下
げ
石
数
が
部
格
に
よ
っ
て
差
が
あ

る
。
久
良
原
中
岳
の
払
い
下
げ
石
数
は
、
県
木
北
川
内
等
に
た
い
し

て
か
な
り
少
な
い
e

前
述
(
註
払
〕
の
よ
う
に
上
田
下
、
下
回
下
、
管
無
回

の
三
部
落
で
は
製
炭
は
殆
ん
ど
お
己
な
わ
れ
な
い
。

国
有
林
の
天
然
広
葉
樹
林
は
入
札
に
よ
っ
て
払
い
下
げ
ら
れ
る
が
-
史
に
、

分
割
し
て
部
帯
の
保
護
組
合
員
の
闘
で
再
入
札
さ
れ
る
@
再
入
札
の
落
札

価
格
ば
払
い
下
げ
価
格
を
上
ま
わ
る
が
そ
の
差
額
は
組
合
員
各
一
戸
に
配
分

さ
れ
て
い
た
が
昭
和
一
一
一
一
年
以
降
は
森
林
保
護
組
合
(
部
地
~
の
署
員

に
ま
わ
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
配
分
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

同
M
W
M
判
明
和
三
七
年
度
の
払
い
下
げ
石
数
は
、
長
一
一
の
よ
う
で
あ
る

が
、
払
い
下
げ
価
格
は
二
凹
五
万
、
石
あ
た
り
一
心
心
円
で
あ
り
、

第
九
(
)
巻

第
五
号

/、
f一、
) 

。

足

、

こ

の

地

域

の

民

有

林

利

白

石

石

石

一

ム

ロ

引

一

半
甑
で
あ
る
o

再

入

札

に

よ

る

帯

側

側

印

刷

削

剛

一

札
の
合
計
は
約

C
C
万
円
上
主

9
，
8
，
3
，
2
，
l
，
49
一

わ
り
、
石
あ
た
り
一
石
口
円

t
一

木

内

内

原

吊

;

一

一
一
O
円
(
怯
あ
た
り
六
O
円

t
五

一

川

川

良

計

一

一
里
山
北
南
久
中

。
円
と
な
ゐ
。
〉
黒
木
、
北
川
内
、
「
I
l
l
l
i
-
-
I
l
l
-

南
川
内
の
よ
う
に
ほ
ー
少
し
ん
ど
全
決
家
が
体
護
組
合

H
V
あ
る
部
落
は
、

保
護
組
合
の
運
営
費
止
部
帯
の
迩
岱
喪
主
が
重
複
あ
る
い
は
事
実
上

同
一
と
な
る
。
配
分
は
、
も
ち
ろ
ん
払
い
下
げ
を
う
け
る
う
け
な
い

か
か
わ
ら
ず
全
組
合
員
に
お
こ
な
わ
れ
る
。

森
布
保
護
組
合
が
支
払
う
払
い
下
げ
原
木
代
企
は
、
萱
瀬
農
協
が
保
護

組
合
部
落
の
役
員
の
述
帯
責
任
に
よ
り
保
護
組
合
に
融
資
す
る
。
製
炭
者

は
保
護
組
合
か
ら
「
原
不
代
」
を
借
り
る
。
ま
た
農
協
は
民
釜
構
築
資
金

を
製
炭
者
に
貸
出
す
。
し
か
し
、
こ
れ
を
借
入
す
る
の
は
製
炭
者
白
ほ
ぼ

A

一
心
%
(
二
O
人
〕
で
あ
る
(
昭
和
三
十
二
年
農
協
が
原
本
代
融
資
本
始

め
た
と
き
は
殆
ん
ど
全
員
が
借
入
)
。
製
炭
者
は
木
炭
を
農
協
に
出
荷

し
、
後
述
の
よ
う
に
庇
協
の
娃
値
の
七
O
%
D
貸
付
を
受
け
る
己
と
が
出

米
る
。
な
お
、
ま
た
l

製
炭
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
れ
ば
」
農
協

は
出
荷
の
二

l
t一
週
間
前
に
「
生
活
費
」
と
し
て
貸
出
を
お
こ
な
っ
て
い

〈
飢
)
る。

表ニ

倒
産
協
へ
の
出
荷
は
週
一
一
回
り
検
査
日
に
、
部
海
ご
と
に
あ
る
市
博

心
不
炭
企
庫
に
、
検
査
員
、
宜
庫
管
理
人
立
会
い
り
も
と
に
入
庫
す

る
。
製
炭
者
は
公
庫
管
制
仕
人
心
発
布
す
る
人
出
量
を
も
っ
て
、
建
他



七
の
%
の
貸
付
を
う
け
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
貸
付
は
無
利
子
で
壬

数
料
一
円
。
み
が
支
払
わ
れ
る
。
木
炭
代
は
精
算
の
上
、
組
合
員
の

貯
令
口
座
に
ふ
り
こ
ま
れ
る
が
、
」
れ
に
は
、
山
荷
後
、
ほ
ぽ
ニ
月

を
要
す
る
の
で
、
大
部
分
の
製
炭
者
が
七
O
%
の
貸
付
を
う
け
る
。

な
お
、
山
山
荷
前
の
貸
出
(
信
用
貸
、
一
は
布
1

同
ほ
ぼ
五
(
心
人
が
こ
れ
を

利
用
し
て
い
る
。

ハ

m)

萱
瀬
農
協
地
比
の
製
炭
は
兼
業
製
炭
者
を
中
心
L
ζ

し
、
部
落
機
構
を
媒

介
と
し
て
農
協
に
原
木
代
そ
の
他
を
依
存
し
、
年
間
ほ
ぼ
七
万

t
八
万
絞

り
木
炭
が
生
産
さ
れ
る
。
生
産
さ
れ
た
木
炭
は
す
べ
て
萱
瀬
農
協
県
経

済
連
あ
る
い
は
全
販
連
を
経
由
す
る
無
条
件
委
託
の
「
共
同
販
売
」
に
よ

寸
同
副
]
|
ー
パ
ペ
H
I
l
-
-
J
っ
て
出
荷
さ
れ
る
。

;
5
一

:

:

手

数

rh札
l
一1
1
1
f
i
1
I
l
l
i
-
-
-
-誌
保
管
調
整
炭
制
度
に

「

川

区

日

川

い

い

ド

而

よ

る

出

荷

そ

長

崎

製

ケ

反

年

8

5

3

3

i

つ
に
県
の
農
協
の
う
乞
で

閉

二

5

1

e

一

品

v

役
マ
川
町
l

ー
ー
バ
什
川
川
什

U
l
i
-
-高
も
っ
と
も
多
い
@

広

に

い

い

い

じ

い

:

:

:

扇

凶

昭

和

三

十

六

地

「

同

制

ゴ

門

川

川

一

農

二川一制

1

1

…
瀬
年
一
(
U
O
戸
以

百一
i
!ドよ
I
l
l
i
-
-
I
l
l
I
l
l
1
1
1
I
l
l
-萱

一

}

一

戸

一

至

上

が

刷

出

炭

し

た

経
一
ハ
U

一3
1

問
丁
札
」
「
J
1
1
1
1
1
1一
が

、

全

く

耕

地

部

「

崎

一

同

防

h
h川
ー

ー

ー

を

耕

作

し

な

い

れ
嗣
i
j一
木

内

内

原

岳

下

下

回

製

炭

者

が

四

戸

、

ォ

幻

¥
E一
川

良

回

目

無

一

反

以

下

が

二

表

汚

落

一

黒

北

南

次

中

上

下

管

¥

部

一

戸

の

他

に

、

耕

木
炭
の
生
崖
・
流
通
機
構
と
農
協

作
而
加
が
零
細
で
者
L

町
、
事
実
上
白
専
業
担
炭
者
と
1
4

ら
れ
る
も
の

も
二
O
戸
ほ
ど
あ
る
。
製
炭
量
は
昭
和
三
六
年
度
に
例
外
耐
に
一
一
回

0
0俵
と
大
を
な
製
炭
盆
か
も
つ
製
炭
者
同
専
業
製
炭
者
)
が
い
る

が
、
一

C
C
C慎
以
上
製
山
照
明
は
一
七
戸
で
あ
り
、
も
っ
と
も
多
い

り
が
六

0
0依
t
八
C
C俵
(
一
一
九
戸
)
で
、
五
O
O
依
台
が
こ
れ

に
つ
ぎ
、
お
お
よ
そ
、
兼
業
製
炭
者
に
よ
る
標
準
的
製
炭
設
で
あ
ろ

。
ぅ
M
W

萱
瀬
地
区
の
保
管
調
整
炭
の
出
荷
は
三
円
午
一
(
U
二

0
0俵
(
長

崎
間
仰
の
総
数
泊
二
九
%
)
、
三
五
年
七
八

C
C依
(
一
五
杭
)
、
三
五

年
一
四
、
二

C
Q俵
〔
一
八
%
)
、
三
七
年
一
五
四

0
0俵
(
苧
六

%
〕
で
あ
る
。
な
お
、
三
十
七
年
度
は
、
長
崎
県
白
保
管
調
整
民
山

荷
量
は
全
国
一
で
あ
る
。

萱
瀬
農
協
の
木
炭
の
「
完
全
」
な
「
共
問
販
売
」
が
成
立
し
た
の
は
昭

和
三
十
二
年
以
降
で
あ
る
。
三
十
一
年
ま
で
は
木
炭
統
制
批
廃
の
事
務
引

つ
ぎ
の
か
た
ち
で
、
条
件
っ
き
(
価
格
)
委
託
販
売
に
よ
る
「
共
阪
」

が
お
こ
な
わ
れ
て
は
い
た
が
、
商
人
に
よ
る
集
荷
も
お
こ
な
わ
れ
て
い

た
も
と
も
と
萱
瀬
地
区
に
は
、
集
荷
業
者
と
い
う
べ
き
も
の
は
い
な
か
っ

た
が
、
木
炭
統
制
以
前
の
昭
和
初
期
に
は
消
費
地
の
大
村
市
内
の
「
木
炭

同
展
に
よ
る
仕
出
し
経
営
が
お
こ
な
わ
れ
、
問
屋
町
も
と
に
、
歩
合
制
あ

る
い
は
製
炭
量
に
応
じ
て
、
金
利
を
払
い
な
が
ら
製
炭
す
る
最
家
が
多

く
」
(
長
崎
県
林
務
課
資
料
)
、
ま
た
「
馬
方
と
称
す
る
産
地
の
仲
買
的
な

(
制
〕

性
格
を
も
っ
搬
出
業
者
も
存
在
」
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
木
炭
統
制
期

第
九

O
巻

ー」/、

第
五
号

ノ、



末
炭
り
生
底
・
流
通
機
構
と
農
協

に
は
木
炭
の
出
荷
は
農
協
(
産
業
組
合
、
農
業
会
)
に
集
中
し
た
が
、
統

制
撤
廃
後
、
商
人
の
集
荷
が
よ
う
よ
く
激
し
く
な
り
、
と
く
に
昭
和
一
ニ

O

年
頃
の
農
協
経
営
不
振
(
木
炭
取
扱
の
失
敗
ム
不
正
事
故
に
よ
る
)
の
時

期
に
は
大
村
市
内
の
木
炭
商
人
(
卸
・
小
売
)
に
よ
る
原
木
資
金
の
貸
刊

等
に
よ
る
集
荷
、
「
買
漁
り
」
「
か
甚
だ
し
く
、
農
協
へ
白
木
炭
出
荷
量
は
激

t
海
)

話
L
t

M
仰
木
炭
商
人
(
鵠
主
)
か
ら
貸
μ
刊
を
う
け
た
製
炭
部
落
の
農
家
は
国

有
林
材
の
入
札
に
さ
い
し
て
、
大
量
の
原
木
を
干
に
入
れ
る
こ
と
も

出
来
る
わ
け
で
あ
る
ロ
宣
阪
地
区
の
製
炭
唱
に
よ
れ
ば
統
制
中
も
こ

の
よ
う
な
業
者
に
よ
る
資
金
の
貸
付
け
は
あ
る
程
度
お
こ
な
わ
れ

τ

い
た
と
い
う
。

州
向
萱
恥
農
協
の
木
炭
と
り
あ
っ
か
い
量
は
、
附
和
二
八
年
一
九
年
頃

は
農
協
の
木
民
取
扱
の
手
数
が
よ
り
三
万

t
四
万
怯
と
暫
定
さ
れ
、

一一一

0
年
度
の
資
料
は
見
あ
た
ら
な
い
が
、
三
一
年
度
一
一
一
一
二

0
0依
と

激
減
し
て
お
り
、
一
一
一
二
年
一
一
一
一
、
三
心
。
一
伎
、
以
後
は
七
万
俵
、
入

万
俵
の
取
扱
と
な
る
。

昭
和
三
十
二
年
、
萱
瀬
農
協
の
「
再
建
整
備
」
に
あ
た
っ
て
「
農
協
全

利
用
」
が
「
強
力
」
に
打
ち
出
さ
れ
、
萱
前
農
協
の
販
売
高
の
六
割
(
販

売
手
数
料
収
入
白
人
判
4

を
し
め
る
木
炭
の
A

全
面
的
な
農
協
出
荷
が
達
成

さ
れ
た
。
即
ち
、
部
落
H
森
林
保
護
組
合
ご
と
に
農
協
に
出
荷
し
な
い
製

炭
者
に
は
「
国
有
林
白
原
本
を
払
い
下
げ
な
い
と
い
う
規
約
を
つ
く
っ
て

も
ら
い
」
、
県
信
連
の
融
資
を
う
け
て
前
述
の
よ
う
に
原
木
代
を
貸
つ
け

第
九

O
巻

第
五
号

ー」/、

る
措
慨
を
と
り
‘
一
方
、
大
村
市
の
木
炭
商
人
に
た
い
し
ー
は
「
木
炭
は

農
協
か
ら
わ
た
す
か
ら
、
集
荷
に
入
ら
な
い
よ
う
に
し
て
も
ら
い
」
、
「
完

《

mv

全
な
共
同
販
売
」
が
達
成
さ
れ
た
。
「
農
協
共
版
」
成
立
の
条
件
と
し
て
は
、

萱
瀬
の
木
炭
に
た
い
す
る
大
村
市
と
い
う
市
場
を
も
っ
て
い
た
こ
と
、
国

有
林
材
の
払
い
下
げ
原
木
に
依
存
す
る
兼
業
製
炭
岩
を
中
心
と
し
て
い
た

こ
と
、
あ
る
い
は
、
木
炭
価
格
の
変
動
(
一
一
二
年
冬
の
高
騰
、
春
先
暴
落
、

三
二
年
の
仰
格
不
振
)
や
商
人
の
「
買
た
た
き
」
に
よ
る
「
損
失
」
に

た
い
す
る
製
炭
者
。
反
省
、
農
協
の
再
建
整
備
の
時
期
に
お
け
る
部
落
の

「
協
力
」
や
農
協
役
員
の
指
導
等
が
あ
る
こ
之
は
、
も
と
よ
り
で
あ
る
。

腕
年
問
、
一
戸
に
つ
き
、
二

i
一
二
位
の
「
土
産
物
」
と
し
て
、
地
区

外
へ
の
持
ち
出
し
は
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
、
良
協
を
経

由
し
な
い
山
荷
は
不
可
能
で
あ
る
。
た
と
え
、
出
荷
し
よ
う
と
L
τ

も
「
道
路
均
一
木
し
か
な
く
、

A
R
協
が
(
地
区
O
)
入
口
に
あ
っ
て
、

f
、
あ
い
が
わ
る
い
」
と
い
う
ロ

萱
瀬
地
区
の
木
炭
が
全
面
的
に
萱
瀬
農
協
l
県
経
済
連
あ
る
い
は
全
販

連
世
通
じ
て
出
荷
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
従
来
殆
ん
ど
行
わ
れ
な
か
っ

た
県
外
(
北
九
州
、
中
京
、
阪
神
等
〉
へ
の
出
荷
が
お
こ
な
わ
れ
る
が
、

し
か
し
、
な
お
、
菅
一
瀬
木
炭
の
ほ
ぼ
半
分
は
大
村
市
場
あ
一
ー
に
出
荷
さ
れ
、

大
村
市
の
需
要
の
大
部
分
を
供
給
し
て
い
る
九
大
村
市
町
需
要
五
万
五

O

ひ
っ
!
六
万
俵
に
た
い
し
、
茸
瀬
炭
は
例
年
三
万

i
四
万
俵
の
供
給
〕
。

大
村
市
内
の
卸
・
小
売
肉
と
の
取
引
は
名
目
上
は
経
済
連
経
由
で
あ
る
が
、

実
際
は
菅
瓶
投
協
と
卸
小
売
商
と
の
直
按
取
引
で
あ
る
-
大
村
市
内
に



は
他
地
域
へ
の
移
出
を
お
こ
な
う
よ
う
な
業
者
は
な
く
、
市
市
川
の
消
費
者

を
対
象
主
す
る
小
売
を
兼
ね
た
卸
売
と
他
町
業
穏
を
兼
営
す
る
小
売
が
四

十
五
戸
あ
る
の
み
で
あ
る
。
萱
瀬
長
協
は
こ
れ
ら
大
利
市
内
の
前
人
に
は
、

そ
の
時
期
に
お
け
る
木
炭
の

H
相
場
H

と
「
お
お
よ
そ
の
生
産
費
」
を
基

準
と
し
て
「
建
値
」
を
た
て
、
商
人
の
収
得
す
る
己
v
定
の
手
数
料
」
を

指
定
し
、
小
売
価
格
を
指
示
し
て
木
炭
を
出
荷
す
る
E

防
珪
仙
は
「
部
搭
」
の
代
去
者
、
台
三
名
、
県
経
済
連
白
職
員
お
よ

び
農
協
の
剤
事
、
職
員
の
桝
成
に
」
る
会
議
ヘ
面
要
期
に
は
月
に
一

度
く
ら
い
開
催
)
に
よ
っ
て
き
め
ら
れ
る
。
た
お
大
村
山
の
一
一
グ

ル
ー
プ
の
木
炭
業
者
か
ら
口
頭
で
「
申
入
」
が
あ
る
ω

こ
り
建
値
に

内
訳
あ
た
り
運
賃
一
五
日
(
山
一
正
古
聞
か
ら
L

人
材
市
ま
で
)
と
商
人
の

手
数
料
五
万
円
を
加
え

t
小
売
価
楠
と
す
る

rう
指
示
す
る
。
も
し
、

商
人
が
こ
れ
以

t
D
小
売
価
格
で
売
る
場
合
は
、
農
協
は
大
村
市
内

へ
「
而
按
完
」
を
す
る
と
し
て
い
る
。

大
村
市
場
に
か
ん
す
る
か
ぎ
り
、
主
糊
周
辺
地
灰
白
福
重
、
松
原
等
。

製
民
地
で
生
産
さ
れ
る
木
炭
の
価
格
も
宜
瀬
農
協
の
「
建
値
」
に
よ
っ
て

規
制
さ
れ
て
い

hoMち
、
芸
削
農
協
は
伝
統
的
士
、
地
域
的
知
市
場
を

掌
握
し
、
生
産
者
に
は
き
わ
め
て
高
い
予
取
り
を
実
現
し
て
い
る
。
経
済

連
あ
る
い
は
全
敗
臣
経
由
に
よ
る
県
外
あ
る
い
は
県
内
他
地
区
へ
出
荷
さ

れ
る
木
炭
に
つ
い
て
は
、
も
ち
ろ
ん
出
荷
先
の
消
費
地
に
お
い
て
あ
た
え

ら
れ
る
卸
売
価
格
よ
り
手
数
料
・
運
賃
等
、
諸
経
費
を
差
引
い
て
産
地
価

格
が
決
定
さ
れ
る
。
農
協
は
毎
月
の
出
荷
木
炭
に
つ
い
て
等
級
別
に
フ
l

不
炭
の
生
産
・
流
通
機
構
と
農
協

ル
計
算
し
、
清
算
さ
れ
た
金
額
品
製
炭
者
の
貯
金
ロ
鹿
に
ふ
り
こ
ま
れ
る
。

精
算
は
お
お
む
ね
、
や
や
、
定
位
を
下
ま
わ
る
こ
し
と
が
多
い
が
、
萱
嗣
農

協
の
「
木
炭
扱
い
」
に
つ
い
て
」
に
つ
い

E
「
す
ぐ
現
金
が
手
に
入
ら
な

い
」
色
い
う
こ
と
以
外
、
大
き
な
不
満
は
き
か
れ
な
い
。

同
大
村
山
場
で
は
木
炭
は
萱
瀬
農
協
の
指
示
す
る
小
指
価
植
に
よ
っ

て
白
頭
で
販
売
さ
れ
て
い
る
が
、
ん
村
市
地
域
だ
け
の
木
炭
り
供
給

で
は
不
足
す
る
場
合
に
他
地
域
の
同
じ
等
椋
の
木
民
が
、
萱
瀬
地
域

白
木
炭
の
小
冗
川
栴
よ
り
高
く
、
同
じ
庖
頭
で
販
売
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
あ
る
。

凶
大
村
市
場
む
吋
で
は
生
産
者
の
車
得
分
は
建
航
か
ら
農
協
手
数
料

を
差
引
い
た
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
一
一
一
十
七
年
一
月
、
叫
州
生
級

建
値
三
六
五
円
か
ら
五
円
(
宜
瀬
峰
協
一
心
円
、
県
経
済
連
五
円
、

な
お
全
阪
を
経
由
す
れ
ば
さ
ら
に
五
円
加
わ
る
)
を
差
引
吋
ば
三
五

O
円
で
、
大
村
市
の
小
売
仙
格
(
三
六
五
円
!
?
運
賃
一
五
円
+
商
人

手
数
料
五
五
円
)
凹
二
五
円
の
人
二
弘
と
た
る
。
精
茸
何
故
刊
(
二
七

年
七
月
不
需
要
期
)
に
つ
い
て
、
製
出
肌
半
告
の
労
働
費
(
五

0
0円
と

し
て
)
お
よ
び
宝
山
さ
れ
る
す
べ
て
の

H
費
用
w
(
表
ト
位
、
さ
主

と
り
に
よ
る
平
均
生
産
費
)
を
さ
し
ひ
く
と
、
か
し
一
級
で
、
ほ
ぼ
、

一
0
0一
円
近
い
利
潤
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
雑
三
級
で
は
(
原
木

代
ニ

O
円
お
ち
と
し
て
)
約
四

O
円
の
赤
字
で
、
自
家
労
賃
分
が
ひ

き
さ
げ
ら
れ
緋
二
扱
で
ほ
ぼ
自
家
労
賃
分
が
取
得
さ
れ
る
。
な
お
、

一
日
一
人
。
製
炭
抵
は
萱
淵
で
は
、
ほ
ぽ
二
俵

i
三
伎
で
あ
る
が
、

こ
り
地
区
で
生
産
さ
れ
る
木
炭
白
、
か
し
、
雑
心
割
合
は
三
六
年
度

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
八
%
、
六
二
%
で
あ
り
、
雑
三
扱
炭
が
総
製
炭

第
九

O
巻

館
五
号

_c_ ノ、

-ノ、



木
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の
生
定
流
通
機
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三

v

一
木
は
数

[
同
!
費
民
崎
直
凶
同
何
回
同
i

〕
じ
い
し
鐸

が
「
原
木
価
格
の
安
さ
」
と
と
も
に
基
本
的
な
条
件
と
な
る
。
「
共
版
」

の
達
成
に
つ
い
て
は
、
農
協
が
森
林
保
護
組
合
、
部
落
の
M
H

共
同
体
的
規

制
u
の
上
に
た
っ
て
、
製
炭
者
を
把
握
し
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

N
共

同
体
的
規
制
M
M

を
さ
さ
え
る
国
有
林
は
、
楠
林
が
す
す
み
、
老
齢
化
し
た

製
炭
者
た
ち
を
し
て
、
原
木
払
い
下
げ
量
が
少
く
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を

う
れ
え
さ
せ
て
い
る
ロ
木
川
氏
の
「
共
販
」
を
中
心
と
し
て
農
協
の
再
建
整

備
は
き
わ
め
て
順
調
に
す
す
み
、
局
地
的
な
流
通
過
程
の
合
理
化
は
達
成

さ
れ
た
が
、
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
上
に
は
、
木
炭
の
M
M

全
国
的
な
相
場
が
あ

る
M
M

。
対
応
の
、
と
く
に
専
業
製
炭
者
の
原
木
買
付
(
ほ
ぼ
三
年
分
)
は
、
ハ

表ト

畳
の
一
一
一
%
、
か
し
二
綾
が
二
二
%
、
雑
二
献
が
一
二
%
を
し
め
る
。

四

「
斜
陽
産
業
」
の
製
炭
業
で
は
あ
る
が
、
萱
瀬
地
区
の
製
炭
者
達
に
よ

れ
ば
「
炭
を
焼
い
て
わ
る
か
っ
た
と
い
う
人
は
そ
う
い
な
い
」
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
「
手
さ
え
あ
れ
ば
少
し
で
も
多
く
焼
き
た
い
と
い
う
人
が
多
い
」

と
い
う
り
で
あ
る
。
山
村
に
お
け
る
農
家
の
ま
づ
し
さ
の
上
に
た
っ
て
考

え
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
一
つ
に
は
木
炭
と
し
て
は
、
高
い
製
炭
者
手
取
り

を
も
た
ら
し
た
こ
と
が
こ
り
よ
う
に
い
わ
せ
た
り
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
は

農
協
「
共
販
」
に
よ
り
、
伝
統
的
な
、
局
地
的
な
市
場
を
掌
握
し
た
乙
と



ル
。
フ
資
本
警
の
進
出
を
中
心
と
す
る
M
H

原
木
難
M
M

を
昭
和
一
二
五
年
度
ま
で

は
深
刻
に
は
あ
ら
わ
さ
ず
、
「
他
に
有
引
な
現
金
収
入
」
が
な
い
か
ぎ
り
、

業
者
の
支
配
の
も
主
に
、
「
炭
を
就
い
て
い
た
ら
、
と
に
か
く
食
え
る
」

と
い
う
製
炭
者
は
木
炭
の
生
産
を
つ
づ
け
、
昭
和
三
五
年
度
の
木
炭
生
産

量
は
、
全
国
的
な
減
産
傾
向
に
た
い
し
、
対
馬
で
は
戦
後
最
高
で
あ
る
。

製
炭
者
の
生
産
過
程
、
流
通
過
程
合
理
化
へ
の
意
欲
も
稀
薄
で
あ
り
、
商

人
支
配
の
地
域
に
お
け
る
不
振
な
農
協
に
よ
る
「
共
阪
」
へ
の
指
向
も
き

わ
め
て
岡
難
で
あ
る
c

農
協
白
集
荷
業
者
的
な
「
共
販
」
に
は
農
協
の

木
炭
の
生
産
・
流
通
機
構
と
農
脇

H

経
営
維
持
の
目
的
μ

が
よ
り
つ
よ
く
、
看
取
さ
れ
る
。
一
二
五
午
度
か
ら
、

軌
道
に
の
る
パ
ル
プ
資
本
の
雑
木
質
付
は
、
漸
く
、
原
木
難
を
あ
ら
わ
に

し、

M
M

雇
用
事
情
の
好
転
U
N
K
K
も
に
製
炭
労
働
力
を
流
失
さ
せ
(
阪
神

方
面
等
へ
の
求
職
ま
た
島
内
外
の
林
業
労
働
者
化
)
製
炭
量
は
昭
和
三
五

年
に
た
い
し
、
三
六
年
は
一
二
五
%
の
減
産
と
な
る
。
業
者
の
支
配
の
も
と

に
、
製
炭
に
従
事
し
て
き
た
最
低
位
階
層
に
も
漸
く
製
炭
就
業
主
は
な
れ

る
機
会
が
訪
れ
た
か
に
み
え
る
。
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